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＜参考＞

１．国際勧告との関連

　本標準は、１９８８年１１月ＣＣＩＴＴ第９回総会における勧告Ｘ．３２に準拠したものである。

２．上記勧告等に対する追加項目等

　 (1) 　ＤＴＥ識別方法

　ＣＣＩＴＴ勧告Ｘ．３２では、2.4 節において、ＤＴＥ識別方法としてａ）～ｄ）の４種類を規定

している。しかし、勧告においては国内問題であり、また国内においても起呼アドレスフィールド

中でのＮＵＩによるＤＴＥ識別を提供している網もあることから、本標準では起呼アドレスフィー

ルド中でのＮＵＩによるＤＴＥ識別に関する記述を追加した。

　 (2) 　モデル特性

　ＣＣＩＴＴ勧告Ｘ．３２では、4.3 節においてＶシリーズのモデムとして網が選択可能なインタ

フェースを規定し、他のモデム特性の選択を国内問題としているが、国内においてモデム特性を特

定することは困難であり、今後の技術進歩による市場の動向を考慮して、他のモデム特性の使用は

網のオプションとした。

　 (3) 　継続検討課題の取扱い

　ＣＣＩＴＴ勧告Ｘ．３２において、継続検討課題（Further Study）として残されているものについ

ては、今後の国際勧告化動向に委ねる部分が多いため原則として標準では規定しない。しかし、項

目によっては、サービスを提供する網に依存するため、網のオプションとして標準化した。

　国際勧告において継続検討課題の項目と標準における取扱を表１に示す。

　 (4) 　国内問題の取扱い

　ＣＣＩＴＴ勧告においていくつかの国内問題が残されているが、本標準においては日本国内の特

性を考慮し表２の様に標準化した。
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表１－勧告Ｘ．３２における継続検討課題と標準における取扱（１／２）

項番 本文参照箇所 内　　　　　容 勧告との相違

１ 2.5　ＤＣＥ識別 バーチャルコール毎に行われるＤＴＥに対するＤ

ＣＥの識別の必要性

2.5.2 節削除

２ 2.10　値のネゴシエー

ション

リンクレイヤパラメータネゴシエーション 一部記述削除

３ 3.1.3　ＤＴＥアドレ

ス

ＴＯＡ／ＮＰＩアドレスフォーマットを、勧告Ｘ．

２５で定義されている様に、勧告Ｘ．３２に適用

あるいは導入すること

注全文削除

４ 3.1.3.1　ＤＴＥアド

レスが提供されない

場合

仮の番号を使用する場合、被呼ＤＴＥに対する起

呼アドレスフィールドの内容がＤＴＥアドレスで

ないことの通知手段

一部記述削除

５ 3.1.12　リンクレイヤ

アドレス

リンクレイヤアドレス割当方法以外の方法 注全文削除

６ 表 3/X.32　注１

（表 3-3/JT-X32）

無識別ＤＴＥサービスにおいて、加入を呼設定パ

ケットでの使用と同じにすべきか

注全文削除

７ 表 4/X.32　注１

（表 3-4/JT-X32）

交換アクセスパスのマルチリンク手順の必要性 注全文削除及

び表３ ,表４の

マルチリンク

のカラム削除

８ 表 4/X.32　注２

（表 3-4/JT-X32）

ＤＴＥを異常と決定する基準 注全文削除

９ 4.3.1　モデム特性 他のモデム特性の使用 網オプション

10 5.1.1　ＩＳＯ平衡型

手順クラスとの互換

性

モジュロ１２８シーケンス番号を適用する動作条

件

注全文削除

11 5.2.1　交換アクセス

呼の方向に依存する

割当

ＤＣＥの固有のアドレスを決定するための適切な

アドレス決定手順

一部記述削除

12 5.3.1　概  要 アドレスネゴシエーションとリンクレイヤパラ

メータネゴシエーションに対するＸＩＤコマンド

／レスポンスの使用

注全文削除

13 5.3.2　ＸＩＤフレー

ムのフォーマット

Ｘ３２の範囲でのＸＩＤフレーム中のレイヤサブ

フィールドの使用

一部記述削除

14 ５．リンクアクセス

手順

マルチリンク手順の交換アクセスパスへの適用 5.5 節削除

15 5.6.4　タイマ XT1

（5.5.4/JT-X32）

システムパラメータＸＴ１ａ及びＸＴ１ｂの値 一部記述削除

16 7.1.2　識別プロトコ

ル手順

交換アクセス呼の方向によるＲＡＮＤの値の奇数

か偶数かの決定

注全文削除
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表１－勧告Ｘ．３２における継続検討課題と標準における取扱（２／２）

項番 本文参照箇所 内　　　　　容 勧告との相違

17 7.2.2　テンポラリロ

ケーション

付加数字、第二数字、第二発信音、ダイヤル遅延

を収容するための交換アクセス番号の拡張

網オプション

18 表 10/X.32　注２

（表 7-2/JT-X32）

網輻輳のコールプログレス信号の返送 勧告 X.96 に従

う

19 表 10/X.32　注３

（表 7-2/JT-X32）

同一ＤＴＥ識別を使用する複数の同時交換接続の

可能性

注全文削除

20 7.3.3.6　テンポラリ

ロケーションファシ

リティ

特殊な値の、第二発信音とダイヤル遅延等を規定

するための使用

網オプション

21 7.4　セキュリティグ

レード２方法

セキュリティグレード２アルゴリズムで使用する

パラメータの定義

注記文削除

22 7.6　タイマＴ１５ タイマＴ１５の値 一部記述削除

表２－勧告Ｘ．３２における国内問題と標準における取扱

項番 本文参照箇所 内　　　　　容 勧告との相違

１ 2.4　ＤＴＥ識別方法 発呼要求パケット中の起呼アドレスによるＤＴＥ

識別方法

識別方法とし

て追加

２ 3.1.9　ダイヤルアク

セスタイプ

物理レイヤの接続特性における「国内デフォルト」 国内⇒網が提

供する

３ 4.3.1　モデム特性 他のモデム特性 網オプション

４ 6.3　呼設定パケット

中のＮＵＩ

ＮＵＩ中のパラメータであるユーザ識別子やパス

ワードのフォーマット

一部記述削除

５ 7.1.1　プロトコル要

素

識別、署名、乱数要素の値の大きさ 網オプション

６ 7.3.3.5　診断要素

表 10/X.32

（表 7-2/JT-X32)

不成功のパラメータのビット７～１の使用 一部記述削除

７ 7.4　セキュリティグ

レード２方法

セキュリティグレード２のアルゴリズムの選択及

びその使用

網オプション
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３．改版の履歴 
 

版  数 発  行  日 改  版  内  容 

第１版  平成 元年 ４月２８日  制 定 

   

 
４．工業所有権 
本標準に関わる「工業所有権の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧にな

れます。 

 

５．その他 
(1) オプション項目について、表３にその一覧を示す。 
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表３－オプション項目一覧 

 

項番 章 項   目 選  択  肢 勧告の記述 標準の取扱

１ １ 伝送機能 全二重 

半二重 

基  本 

オプション 

基  本 

オプション 

２ 2.4 ＤＴＥ識別 公衆交換網提供 

ＸＩＤフレーム 

登録パケット 

ＮＵＩファシリティ 

オプション 

オプション 

オプション 

オプション 

オプション 

オプション 

オプション 

オプション 

３ 2.5 ＤＣＥ識別 

（オプション） 

公衆交換網提供 

ＸＩＤフレーム 

登録パケット 

呼毎の識別 

オプション 

オプション 

オプション 

検討課題 

オプション 

オプション 

オプション 

削  除 

４ 2.6 オペレーション ＤＴＥダイヤルイン 

ＰＳＰＤＮダイヤルアウト 

提供すべき 

オプション 

提供すべき 

オプション 

５ 7.1 識別プロトコル 

（オプション） 

セキュリティグレード１ 

セキュリティグレード２ 

基本ｵﾌﾟｼｮﾝ 

拡張ｵﾌﾟｼｮﾝ 

基本ｵﾌﾟｼｮﾝ 

拡張ｵﾌﾟｼｮﾝ 

６ 7.2 X.32 オプショナル

ユーザファシリティ 

セキュアダイヤルバック 

テンポラリロケーション 

オプション 

オプション 

オプション 

オプション 

 

 

  (2)  本標準で参照するＴＴＣ標準、国際勧告、国際標準は以下の通り。 

 

ＴＴＣ標準： ＪＴ－Ｘ２５，ＪＴ－Ｘ３１ 

 

ＣＣＩＴＴ勧告：X.１，X.２，X.１０，X.２１，X.２１bis，X.２４，X.２５，X.３１，X.３２， 

X.９６，X.１２１，X.１５０，X.３０１， 

T.７０，E.１６３，E.１６４， 

V.２２，V.２２bis，V.２４，V.２５，V.２５bis，V.２６bis，V.２６ ter， 

V.２７ ter，V.３２，V.５４ 

 

ＩＳＯ標準： ＩＳＯ８８８５ 
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１．概　要

　本標準は、公衆交換網でＰＳＰＤＮにアクセスするＤＴＥに関し、勧告Ｘ．１および勧告Ｘ．１０で定

義されているパケットモードのユーザサービスクラスについて、ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースの機能お

よび手順を定義する。本標準において、公衆交換網（ＰＳＮ）とは、公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）、回線

交換のベアラサービスを提供するサービス総合ディジタル網（ＩＳＤＮ）、あるいは回線交換公衆データ

網（ＣＳＰＤＮ）とする。

　注－透過的な回線接続のためのＩＳＤＮインタフェースの規定は、ＪＴ－Ｘ３１に記述されている。本

標準は、ＩＳＤＮ経由のＰＳＰＤＮサービスへのアクセスに関するＤＴＥの機能のみを対象とする。

　ＰＳＴＮの場合、ＪＴ－Ｘ３２のＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースは、ＤＴＥおよびモデム間のインタ

フェースと一致する。ＩＳＤＮの場合、ＪＴ－Ｘ３２のインタフェースは、Ｒ参照点（図１－１／ＪＴ－

Ｘ３２参照）と一致する。ＣＳＰＤＮの場合、ＪＴ－Ｘ３２のＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースは、Ｘ．２

１あるいはＸ．２１ｂｉｓインタフェースと一致する。電気通信事業者は、ＤＣＥを提供するか否か、あ

るいはインタフェースの物理的形態にかかわりなく（例えば、ＤＴＥおよびＤＣＥが同一装置内に実装さ

れるか否か）この定義を適用する。いずれの場合にも、ＰＳＮは、

　 (a) 　交換アクセスパスの設定

　 (b) 　伝送媒体の提供

　 (c) 　オプションとして、識別およびアドレッシングとしてのＰＳＮの番号の提示

のみを行う。

　電気通信事業者は、以下に示す物理レイヤインタフェースの中から一つあるいは複数を提供することが

ある。

　 (1) 　ＣＳＰＤＮ経由のアクセスに関しては、勧告Ｘ．２１あるいは勧告Ｘ．２１ｂｉｓのいずれかを、

本標準の 4.1 節あるいは 4.2 節の記述に基づき使用する。

　 (2) 　ＰＳＴＮ経由のアクセスに関しては、Ｖシリーズ勧告を本標準の 4.3 節の記述に基づき使用する。

　 (3) 　ＩＳＤＮ経由のアクセスに関しては、ＪＴ－Ｘ３１を参照。

　上記の記述中の関連標準および勧告の具体的な参照箇所を、本標準の４章に示す。

　伝送機能は、全二重、あるいはオプションとして半二重である。半二重伝送機能の動作手順を、本標準

の 5.5 節で定義する。

　リンクレイヤでは、ＪＴ－Ｘ２５のＬＡＰＢリンクアクセス手順を、単一交換物理回線で使用する。Ｌ

ＡＰＢのフォーマットおよび手順は、ＪＴ－Ｘ２５の 3.2 節、3.3 節および 3.4 節、ならびに本標準の５章

の記述に従う。

　パケットレイヤのフォーマットおよび手順は、ＪＴ－Ｘ２５の４章、勧告Ｘ．２５の３章、４章、５章、

６章および７章、ならびに本標準の６章の記述に従う。

　注－ＤＴＥ機能およびＴＡ機能は、ＴＥ１端末の場合、同一装置内に実装されることがある。この場合、

本標準はＢチャネルにおけるレイヤ２および３に関連するが、Ｓ参照点における手順は、ＪＴ－Ｘ

３１に記述されている。
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図１－１／ＪＴ－Ｘ３２＊

(CCITT X.32)

ＩＳＤＮ参照点

２．機能概要

2.1　ダイヤルイン、ダイヤルアウトの考慮

　ダイヤルイン動作では、パケットモード端末が、ＰＳＴＮ、ＣＳＰＤＮまたはＩＳＤＮ上の選択手順に

より、ＰＳＰＤＮへアクセスすることを可能とする（図２－１／ＪＴ－Ｘ３２参照）。本標準では、この

動作を“ＤＴＥダイヤルイン”と呼ぶ。

　注－ＩＳＤＮの場合、別々の装置（ＤＴＥとＴＡ）またはＤＴＥ機能として１つになったもの（ＴＥ

１）として実装されるＴＡ機能を介してアクセスする。

図１－１／ＪＴ－Ｘ３２

(CCITT X.32)

ＤＴＥダイヤルイン動作

　ＤＴＥはこの動作を実行するために、自動または手動の発信手順を用いる。

　ダイヤルアウト動作では、ＰＳＰＤＮが、ＰＳＴＮ、ＣＳＰＤＮまたはＩＳＤＮ上の選択手順により、

パケットモード端末へアクセスすることを可能とする（図２－２／ＪＴ－Ｘ３２参照）。本標準では、こ

の動作を“ＰＳＰＤＮダイヤルアウト”と呼ぶ。

　注－ＩＳＤＮの場合、別々の装置（ＤＴＥとＴＡ）またはＤＴＥ機能として１つになったもの（ＴＥ

１）として実装されるＴＡ機能を介してアクセスする。

ＳＲ

ＤＴＥ ＡＴ

ＪＴ－Ｘ３２＊　　　　　　ＪＴ－Ｘ３１＊

ＰＳＴＮ　又は
ＣＳＰＤＮ　又は
ＩＳＤＮ

ＰＳＰＤＮ

ＤＴＥ
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図２－２／ＪＴ－Ｘ３２

(CCITT X.32)

ＰＳＰＤＮダイヤルアウト動作

　ＰＳＰＤＮダイヤルアウト動作に対して、ＤＴＥは自動応答手順をもちいるが、手動応答手順を使用し

てもよい。

　バーチャルコールの発呼は、ＤＴＥダイヤルインおよびＰＳＰＤＮダイヤルアウトの各動作とは、独立

である。すなわち、ＤＴＥダイヤルインあるいはＰＳＰＤＮダイヤルアウトの各動作中にあるＤＴＥは、

３章に記述する状態毎の制限に従い、バーチャルコールを発呼すること、あるいは着呼することができる。

2.2　識　別

2.2.1　ＤＴＥ識別子

　ＤＴＥがＰＳＮを経由してＰＳＰＤＮにアクセスする場合（ＤＴＥダイヤルイン）、あるいは、ＰＳＰ

ＤＮがＰＳＮを経由してＤＴＥにアクセスする場合（ＰＳＰＤＮダイヤルアウト）に、ＤＣＥはＤＴＥの

識別を行うことがある。

　ＤＴＥ識別子は、ＤＴＥを参照する手段である。ＤＴＥ識別子は、ＤＴＥと電気通信事業者との間で明

示的に合意されているか、または他の電気通信事業者や組織との間の合意により暗黙のうちに電気通信事

業者が受け入れるものである。ＤＴＥ識別子を、番号計画上の番号、ＤＴＥサービスや電気通信事業者の

識別、有効な日付と有効期間、証明するためのパブリックキー等の異なる要素で構成することがある。

　ＤＴＥダイヤルインアクセスあるいはＰＳＰＤＮダイヤルアウトアクセスを介して、ＤＴＥが得るサー

ビスの諸特性は、ＰＳＰＤＮが、各々の特性の交換アクセス接続あるいはバーチャルコール毎に、ＤＴＥ

を識別するかどうかに従う。ＤＴＥを識別できる場合には、ＰＳＰＤＮはそのＤＴＥに対して課金可能で

ある。すなわち、ＤＴＥあるいは第三者が請求対象である。

　ＤＴＥを識別するためには、以下の２つの構成要素が必要である。

　 (a) 　ＤＴＥを以下のいずれかにより、管理上登録していること。

　　 (1) 　ＰＳＰＤＮとの直接の取り決めによる（明示的）。

　　 (2) 　ＰＳＰＤＮとＰＳＮまたは別の電気通信事業者との事前取り決めによる、またはＤＴＥと別の

電気通信事業者の直接の取り決めによる（非明示的）。

　 (b) 　2.4 節で記述する方法の中の一つを使用して、ＤＴＥ識別子を交換アクセス接続の間ＤＣＥに通

知すること。

　ＤＴＥが識別されていない場合にも、電気通信事業者は、ＰＳＴＮ、ＣＳＰＤＮまたはＩＳＤＮを介し

て課金を行うことにより、料金を請求することがある。

　いずれの場合にも、ＤＴＥ識別を課金および料金請求のために使用する。この基本機能に加え、ＤＴＥ

識別を次の１つまたは両者の目的のために使用することがある。

ＰＳＴＮ  又は
ＣＳＰＤＮ  又は
ＩＳＤＮ

ＰＳＰＤＮ

ＤＴＥ
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　 (a) 　ＰＳＰＤＮが起呼ＤＴＥアドレスを被呼ＤＴＥに提供するため。

　 (b) 　識別されたＤＴＥに対し、識別されないＤＴＥに提供されるサービスと異なるサービスを提供す

るため（2.3 節参照）。

2.2.2　ＤＣＥ識別子

　網がＤＴＥに対してＰＳＰＤＮダイヤルアウトアクセスを提供する場合、ＤＴＥは網（すなわちＤＣ

Ｅ）の識別を要求することがある。ＤＴＥダイヤルインアクセスの場合、ＤＣＥの識別子はＤＴＥに知ら

れているかもしれないが（ＤＴＥが交換アクセス接続を開始したことから）、ＤＴＥは網の識別を要求す

ることもある。ただし、ＤＣＥ識別を行うか否かは、網に依存する。ＤＴＥに対するＤＣＥ識別は、次の

ような各種の目的に使用することがある。

　 (a) 　ＤＴＥが、網毎に、ＤＣＥと情報交換に使用するための情報（例えば、暗号キー、パスワードな

ど）に関するセキュリティの選択を可能とするため。

　 (b) 　ＤＴＥが、網毎に、適切な異なるパラメータ、手順またはプロファイルの選択を可能とするため。

　 (c) 　ＤＴＥが、交換アクセスを確立したＰＳＰＤＮを確証し、適用される場合は、オプションの閉域

ユーザグループファシリティやＰＳＰＤＮにより提供される起呼アドレスの転送での適切な動作を

可能とするため。

　ＤＴＥダイヤルインアクセスあるいはＰＳＰＤＮダイヤルアウトアクセスのため、ＤＣＥは、2.5 節に

記述するＤＣＥ識別方法の１つを完了させることにより、ＤＣＥ識別子を設定することがある。ＤＣＥ識

別子は、データ網識別符号（ＤＮＩＣ）とオプションのＤＴＥプロファイル指定子で構成する（3.1.11 節

参照）。ＰＳＮがＤＣＥ識別子を提供しているときは、ＤＣＥ識別子はＰＳＮ番号計画上の番号である

（2.5.1.1 節参照）。

2.3　サービス概要

　個々のＤＴＥに提供する交換アクセスサービスは、以下のものに依存する。

　 (a)　ＰＳＰＤＮ

　 (b)　ＤＴＥ識別の使用、未使用

　 (c)　使用可能であり、かつＤＴＥが選択するＤＴＥサービス

　本標準では、３種類のＤＴＥサービスを定義する（2.3.2 節参照）。ＤＴＥサービスの１つ（無識別ＤＴ

Ｅサービス）は、特定のＤＴＥ識別子に依存しない。あるＤＴＥサービス（識別ＤＴＥサービス）は、特

定のＤＴＥ識別子に依存することも、しないこともある。３つ目のＤＴＥサービス（カスタマイズＤＴＥ

サービス）は、幾つかのサービスをカスタマイズするため、特定のＤＴＥ識別子に関連する。

　ＤＴＥサービスは、呼設定パケットのアドレスフィールドにＤＴＥ識別子として網により割り当てられ

た番号があるか否かにより、さらに区分できる。この番号を“ＤＴＥアドレス”と呼び、3.1.3 節で定義す

る。
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2.3.1　サービス属性

　“属性”は、交換アクセスサービスの各側面を表すため定義する。しかし、属性の値には、専用回線を

経てＰＳＰＤＮにアクセスするユーザに提供するサービス機能の全てを含む必要はない。属性には、以下

のものがある。

　 (a) 　ＤＴＥ識別子

　 (b) 　ＤＣＥ識別方法

　 (c) 　ＤＴＥアドレス

　 (d) 　登録アドレス

　 (e) 　登録ＰＳＮ番号

　 (f) 　Ｘ．２５加入セット

　 (g) 　論理チャネル割当

　 (h) 　ＰＳＰＤＮダイヤルアウト使用

　 (i) 　ダイヤルアウトアクセスタイプ

　 (j) 　オプショナルユーザファシリティ

　 (k) 　ＤＣＥ識別子表示

　 (l) 　リンクレイヤアドレス

　個々のＤＴＥサービスにおいては、各属性を提供することもしないこともある。提供する場合は、次の

２つのうちのいずれかの値を設定する。

　 (1) 　網が指定するデフォルト値（網デフォルト）

　 (2) 　網が提供する値の組合せから、ユーザが選択した値（ユーザ選択可能）

（注－網は、属性のデフォルトを定義することもある。）

　ＤＴＥプロファイルとは、網のデフォルト値と特別なＤＴＥ識別子に対して選択されるユーザ選択属性

との組合せである。

　注－ＤＴＥプロファイルをＰＳＰＤＮで保持する必要はない。

　網は、交換アクセスサービスに対する異なった要求条件を満たすため、加入者が複数のＤＴＥプロファ

イルを用いることを許容することがある。各ＤＴＥプロファイルは独立である。ＤＴＥプロファイル指定

子は、複数のＤＴＥプロファイルを用いるとき、その区別に使用する。

2.3.2　ＤＴＥサービス

　網は、識別されていないＤＴＥ、すなわちＤＣＥに対してＤＴＥ識別子を表示しないＤＴＥに対して、

サービスを提供することがある。

　網は、識別されたＤＴＥ、すなわち 2.4 節に記述する方法のうちの１つによりＤＣＥに対し明示的ある

いは非明示的なＤＴＥ識別子を表示しているＤＴＥに対して、サービスを提供することがある。異なった

種類のサービスを、異なった状況で使用するために定義する。

　網は、これらのサービスのうち１つあるいは複数のサービスを提供する。

　本標準では、ＤＴＥサービスと呼ぶ３種類のサービスを定義する。１つは、識別されていないＤＴＥに

対するサービスである。他の２つは、識別されたＤＴＥに対するサービスである。３種類のＤＴＥサービ

スは、以下のとおりである。

　 (a) 　無識別ＤＴＥサービス

　 (b) 　識別ＤＴＥサービス

　 (c) 　カスタマイズＤＴＥサービス
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2.3.2.1　識別されていないＤＴＥに対するサービス

　識別されていないＤＴＥに対して提供するサービスを無識別ＤＴＥサービスと呼ぶ。無識別ＤＴＥサー

ビスの詳細は、3.3 節に記述する。ＤＣＥは、このＤＴＥサービスを、ＤＴＥダイヤルイン動作あるいは

ＰＳＰＤＮダイヤルアウト動作、あるいはこの両者に対して提供することがある。

　ＰＳＰＤＮダイヤルアウト動作では、交換アクセスパスの存続時間はバーチャルコールの存続時間に対

応する。すなわち、バーチャルコールに対する解放手順の完了時に、ＤＣＥは交換アクセスパスの切断手

順を開始する。

　ＤＴＥダイヤルイン動作では、バーチャルコールが存在しない場合でも、一定時間（Ｔ１４）の間は、

ＤＣＥは交換アクセスパスを切断しない。これにより、ＤＴＥはバーチャルコールを再確立することがで

きる。（7.5 節参照）。

　ＤＴＥダイヤルイン動作では、ＰＳＰＤＮはバーチャルコール確立時の試行回数に制限を設けることが

ある。

　ＤＴＥが無識別ＤＴＥサービスを使用する場合、

　 (a) 　ＤＴＥは、どのオプションの手順もその使用を要求されない。

　 (b) 　ＤＴＥは、特定の網に加入せずに（すなわち、電気通信事業者が登録していないか、あるいは、

どのＰＳＰＤＮも識別を割り当てていないか、あるいはその両者である）、異なる網で動作するこ

とができる。

　 (c) 　ＤＣＥは、ＤＴＥからの事前支払呼の発呼、あるいはＤＴＥへの着信課金呼の着呼を許容しない

（すなわち、ローカル課金防止ファシリティを設定する）。これにより、電気通信事業者は課金収

集を保証する。

　しかし、電気通信事業者は、無識別ＤＴＥが無料で発呼することを許容すること、あるいは他の

課金収集手段を使用することがある（例えば、ＰＳＴＮ、ＩＳＤＮあるいはＣＳＰＤＮを通じて行

う場合）。

2.3.2.2　識別されたＤＴＥに対するサービス

　識別されたＤＴＥに提供するサービスは、無識別ＤＴＥサービスと異なるか、あるいは、無識別ＤＴＥ

サービスよりも拡張した能力／機能を備えているか、あるいはその両者である。特に、識別されたＤＴＥ

のみに課金を行う網では、ＤＴＥは、以下に示すいずれか、あるいは両者が可能である。

　 (a) 　起呼ＤＴＥが支払責任を負う発呼

　 (b) 　着信課金呼の受信

2.3.2.2.1　識別ＤＴＥサービス

　ＰＳＰＤＮは、識別ＤＴＥサービスを提供することがある。この場合、

　 (a) 　ＤＴＥは、電気通信事業者との間で、ＤＴＥ識別子を明示的に合意していないか、ＤＴＥ識別子

を明示的に合意している。後者で、電気通信事業者か登録アドレスをあるＤＴＥに割り当てること

は、網のオプションである。

　 (b) 　その他の属性は、3.4 節で記述するように、網が設定する値を持つ。
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　識別ＤＴＥサービスの特色は、このＤＴＥに対して課金が可能となることであり、その他のサービスは

無意識サービスと同様である。課金の目的に用いるＤＴＥ識別子を与える網利用者識別（ＮＵＩ）加入

ファシリティと、ＮＵＩオーバライドファシリティ（6.3 節）を同時に使用するときは、特定のバーチャ

ルコールに対し、Ｘ．２５加入ファシリティのデフォルト値の組合せを上書きすることがある。しかし、

ＮＵＩオーバライドファシリティ機能を用いる場合は、交換アクセスＤＴＥからの発呼要求時にのみファ

シリティの上書きを行い、交換アクセスＤＴＥに対する着呼時にはファシリティの上書きを行わない。

　識別ＤＴＥサービスを、ＤＴＥダイヤルイン動作あるいはＰＳＰＤＮダイヤルアウト動作、あるいはこ

の両者に対して提供することがある。

2.3.2.2.2　カスタマイズＤＴＥサービス

　ＰＳＰＤＮは、カスタマイズＤＴＥサービスを提供することがある。この場合、

　 (a) 　ＤＴＥは、電気通信事業者との間で、ＤＴＥ識別子を明示的に合意している。

　 (b) 　登録アドレスが割当て済みである。

　 (c) 　他の属性は、3.5 節で記述するように、網が提供する機能を用いて、カスタマイズされたＤＴＥ

プロファイルに従って設定している。

　カスタマイズＤＴＥサービスの特色は、このＤＴＥに対して課金が可能であること、ＰＳＰＤＮが登録

するＸ．１２１アドレスを持つこと、また多岐に渡る要求に適合したサービスが受けられることである。

このＤＴＥサービスを、ＤＴＥダイヤルイン動作あるいはＰＳＰＤＮダイヤルアウト動作、あるいはこの

両者に対して提供することがある。

2.4　ＤＴＥ識別方法

　本標準は、下記の５種類のＤＴＥ識別方法を提供する。

　 (a) 　公衆交換網により提供される識別

　 (b) 　リンクレイヤの識別交換（ＸＩＤ）手順による識別

　 (c) 　パケットレイヤの登録手順による識別

　 (d) 　呼設定パケットＮＵＩ選択ファシリティによる識別

　 (e) 　発呼要求パケットの起呼ＤＴＥアドレスフィールドの中でＮＵＩを示す識別

注－発呼要求パケットの起呼ＤＴＥアドレスフィールド中でＮＵＩを示す場合、網はＮＵＩをＤＴ

Ｅアドレスに置き換える。

　網が提供するＤＴＥサービスに関して、これらの識別方法のうち、いずれかまたはすべてを提供するか、

あるいは全く提供しないことがある（2.7 節参照）。

　網は、（ｂ）、（ｃ）および（ｄ）のいずれかの方法を、ＤＴＥ識別以外の目的にも使用することがあ

る。

　網は、ＤＴＥの識別を、以下のうちいずれの時点、あるいは両者の時点で、いずれかの識別手段により

行う。

　 (1) 　全てのバーチャルコール確立に先立って（2.4.1 節参照）

　 (2) 　バーチャルコール毎（2.4.2 節参照）
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　電気通信事業者および加入者が不正なＤＴＥ識別を防止できるように、ＤＴＥ識別手順内で適切な保護

を提供する。従って、識別手順は、ＤＴＥ識別の正常性の検証および／又は認証の機能を含む。ＸＩＤ手

順による方法および登録手順による方法は、ＤＣＥがＤＴＥ識別子を受取り、適切な程度まで検証し、手

順の成功を通知するために、2.9 節および 7.1 節で定義する“識別プロトコル”に従う。識別プロトコルで

は、２つのセキュリティグレードを定義する。公衆交換網、ＮＵＩ選択ファシリティおよび発呼要求パ

ケットの起呼ＤＴＥアドレスフィールド中のＮＵＩにより、提供する識別は、明示的な識別プロトコルを

使用しない。しかし、認証の成功は、接続完了パケットをＤＴＥが受信することにより、暗黙的に行う。

　この識別プロトコルは、ＤＴＥ識別と同時にＤＣＥ識別にも使用することがあるが、そのプロトコルの

起動は独立である。

　網は、ＤＴＥ識別子の認証の付加的な方法として、“セキュアダイヤルバック”を用いることがある。

セキュアダイヤルバックは、7.2.1 節で定義するように、ＤＴＥダイヤルイン、ＰＳＰＤＮダイヤルアウト、

およびバーチャルコール確立に先立つＤＴＥ識別の組合せにより、ＤＴＥ識別子の認証のための手がかり

として、物理的な位置を用いる。

2.4.1　バーチャルコールの確立に先立つ識別

　すべてのバーチャルコールの確立に先立ち、ＤＣＥが行うＤＴＥの識別には、３つの方法がある。これ

らの方法を、2.4.1.1 節、2.4.1.2 節および 2.4.1.3 節で記述する。

　また、これらのすべての方法を、ＤＴＥダイヤルイン動作およびＰＳＰＤＮダイヤルアウト動作に、適

用する。

　バーチャルコール確立に先立って識別されたＤＴＥが得るサービスは、識別ＤＴＥサービスあるいはカ

スタマイズＤＴＥサービスである。

　サービスがカスタマイズＤＴＥサービスであり、リンクレイヤオプションとシステムパラメータがカス

タマイズされた値を含むならば、リンクレベルでＤＴＥ識別を行うか（2.4.1.2 節参照）、あるいは公衆交

換網によりＤＴＥ識別を提供する（2.4.1.1 節参照）。

バーチャルコール確立に先立つ方法のうち、いずれかにより確立するＤＴＥ識別は、バーチャルコール

が存在しない場合でも有効である。

2.4.1.1　公衆交換網により提供される識別子

　ＤＴＥダイヤルイン動作の場合、公衆交換網（例えば、ＰＳＴＮ、ＩＳＤＮまたはＣＳＰＤＮ）は、Ｐ

ＳＮ接続の確立時に、ＰＳＰＤＮに対してＤＴＥ識別子を提供することがある。

　注－ＰＳＰＤＮが起呼回線識別をＤＴＥ識別として使用するためには、2.2.1 節で記述する管理上の取り

決めが必要である。

　ＤＴＥは、ＰＳＴＮ、ＩＳＤＮまたはＣＳＰＤＮ網の加入者である。このような場合、ＰＳＰＤＮが、

ＰＳＴＮ番号、ＩＳＤＮ番号またはＣＳＰＤＮ番号（ある場合には、付加的な管理情報とともに）を利用

できるなら、ＤＴＥは、ＰＳＰＤＮに対してこれらの番号を送信することもある。

　ＰＳＰＤＮダイヤルアウトの場合、ＰＳＰＤＮは、ＰＳＰＤＮダイヤルアウト動作を行うために、ＰＳ

Ｎに対して提供した情報をＤＴＥ識別子として使用する。

　注－ＰＳＮが起呼回線識別を提供しない場合でも、ＰＳＰＤＮは、この識別方法をＰＳＰＤＮダイヤル

アウト動作に使用することがある。
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　ＰＳＮが識別情報を提供する場合、ＤＣＥは、ＤＴＥに対してＤＴＥ識別を行うためのオプションの

ユーザ手順を要求しない。この方法によって確立したＤＴＥ識別は、交換アクセスパスが解放されるまで

有効である。

　注－識別されないＤＴＥの動作条件と、公衆交換網により提供される方法によって識別されるＤＴＥの

動作条件は同一であるが、ＤＴＥが使用可能な能力／機能は異なる。ＤＴＥ動作において、特に着

信課金に関して、相違を生じることがある。主に、無識別ＤＴＥサービスと、識別ＤＴＥサービス

との間またはカスタマイズＤＴＥサービスとの間で、相違が生じる。

2.4.1.2　リンクレイヤのＸＩＤ手順により提供される識別子

　論理リンクを設定する前（ＪＴ－Ｘ２５切断フェーズ）に、ＤＴＥとＤＣＥは、５章と７章に記述する

ＸＩＤフレームを交換するリンクレイヤの手順により、ＤＴＥ識別子を提供することがある。

　この手順を網が提供することは、オプションであり、この手順で使用するオプションのフレームを網が

提供するか否かに存在する。網が提供する場合、ＤＴＥがこの識別手順を使用することは、オプションで

ある。

　この方法で用いるＸＩＤフレームは、他のリンクレイヤ機能に対して使用することがある。

　この方法により決定するＤＴＥ識別は、交換アクセスパスが切断されるまでの間、またはリンクレイヤ

が情報転送フェーズを出て、切断フェーズに入るまでの間、有効である。

2.4.1.3　パケットレイヤの登録手順により提供される識別子

　６章および７章に記述するパケットレイヤ手順を用いて、ＤＴＥ識別を行うことがある。この手順では、

（ＤＴＥからＤＣＥへの）登録要求パケットと（ＤＣＥからＤＴＥへの）登録確認パケットを、１回以上

交換し、常にＤＴＥから開始する（これらのパケットは、勧告Ｘ．２５の 5.7.2 節に記述されている）。

ＤＴＥは、交換アクセスパスを設定した直後のみ、すなわち、無識別ＤＴＥサービスによるバーチャル

コールを設定する前、またはバーチャルコール毎のＤＴＥ識別方法によるバーチャルコールを設定する前

に、この手順（識別の目的のため）を開始してもよい。この方法により確立するＤＴＥ識別は、交換アク

セスパスが切断されるまでの間、またはリンクレイヤが切断フェーズに入るまでの間、有効である。また、

ＤＴＥがリスタート指示パケットを受信した場合、ＤＴＥ識別が無効となることがある（勧告Ｘ．２５の

6.1 節および本標準の６章と７章参照）。

　この手順を網が提供することは、オプションであり、この手順で使用するオプションの登録パケットを

網が提供するか否かに依存する。網が提供する場合、ＤＴＥがこの識別手順を使用することは、オプショ

ンである。

　オプションのオンラインファシリティ登録ファシリティを提供する網は、この方法で用いる登録パケッ

トを使用する。

2.4.2　バーチャルコール毎の識別

　ＮＵＩを用いて、ＤＴＥ識別をバーチャルコール毎に行うことができる。

　ＮＵＩの方法を用いて、ＤＴＥが使用するサービスは、識別サービスである。ＮＵＩの方法を用いた

バーチャルコール終了時に、以下のいずれかが可能である。

　 (a) 　バーチャルコール確立に先立つ識別によりＤＴＥ識別が確立していない場合は、無識別呼または

ＮＵＩによるＤＴＥ識別呼に対する、論理チャネルの再利用。

　 (b) 　バーチャルコール確立に先立つ識別によりＤＴＥ識別が確立している場合は、バーチャルコール

確立に先立つＤＴＥ識別が起動されているＤＴＥサービスの条件のもとで、論理チャネルの再利用。
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2.4.2.1　ＮＵＩ選択ファシリティにより提供される識別子

　ＮＵＩ選択ファシリティを用いて、ＤＴＥ識別を行うことがある。

　オプションのＮＵＩ選択ファシリティを使用することにより、発呼要求パケットのファシリティフィー

ルド中でＤＴＥ識別を提供する。着呼受付パケット中のファシリティでＮＵＩを使用することにより、料

金請求先の変更（例えば、サブアカウント請求など）も可能となるが、ＤＴＥが使用中のＤＴＥプロファ

イルの値には影響を及ぼさない。

　この手順を網が提供することは、オプションであり、この手順で使用するオプションのＮＵＩ選択ファ

シリティを網が提供するか否かに依存する。網が提供する場合、ＤＴＥがこの識別手順を使用することは

オプションである。

　この方法による識別は、バーチャルコールの設定と同時に成立し、バーチャルコールを解放するまでの

間、有効である。

ＮＵＩ選択ファシリティは、バーチャルコール確立に先立つ識別方法に使用することがある。この場合、

発呼要求パケット内のＮＵＩ選択ファシリティを用いるＤＴＥが得るサービスについては、6.3 節に記述

する。

2.4.2.2　発呼要求パケットの起呼ＤＴＥアドレスフィールド中のＮＵＩにより提供される識別子

　発呼要求パケットの起呼ＤＴＥアドレスフィールドでＮＵＩを使用することにより、ＤＴＥ識別を行う

ことがある。

　この手順を網が提供することは、オプションであり、網が提供する場合、ＤＴＥがこの識別手順を使用

することはオプションである。

　この手順を使用する場合、網は発呼要求パケットの起呼ＤＴＥアドレスフィールド中のＮＵＩをＤＴＥ

アドレスに置き換える。

　この方法による識別は、バーチャルコールの設定と同時に設立し、バーチャルコールが解放するまでの

間、有効である。

2.5　ＤＣＥ識別方法

　本標準は、下記の３種類のＤＣＥ識別方法を規定する。

　 (a) 　公衆交換網により提供される識別

　 (b) 　リンクレイヤのＸＩＤ手順による識別

　 (c) 　パケットレイヤの登録手順による識別

　網がＤＴＥダイヤルインアクセスあるいはＰＳＰＤＮダイヤルアウト、あるいは両者を提供する場合、

網は、ＤＴＥに対してＤＣＥ識別を提供する必要はない。網によっては、ＤＴＥ識別に使用する方法に拘

わらず、ＤＴＥにＤＣＥ識別を提供しないことがある。

　網がオプションの識別手順の１つによりＤＴＥに対してＤＣＥ識別を提供する場合、ＤＴＥがそのオプ

ションの識別手順を使用しないことがあり、その結果、ＤＴＥはＤＣＥ識別を認識しないことがある。更

に、網は、ＤＴＥダイヤルイン動作において、ＤＣＥ識別を提供する必要はない。



- 11 - ＪＴ－Ｘ３２

　電気通信事業者および加入者が不正なＤＣＥ識別を防止できるように、ＤＣＥ識別手順内で適切な保護

を提供する。従って、その識別手順は、ＤＣＥ識別の認証および検証の機能を含む。ＤＣＥ識別のための

ＸＩＤ手順による方法および登録手順による方法は、ＤＴＥがＤＣＥ識別子を適切な認証程度まで検証し、

手順の成功を通知するために、2.9 節および 7.1 節で定義する“認識プロトコル”に従う。

　ＤＴＥがＤＣＥ識別子を受信しない場合、セキュリティレベルが動作を継続するのに十分かどうかを決

定するのはＤＴＥの責任である。

　この識別プロトコルは、ＤＣＥ識別と同時にＤＴＥ識別にも使用することがあるが、そのプロトコルの

起動は独立である。

2.5.1　バーチャルコール確立に先立つ識別

2.5.1.1　交渉交換網により提供される識別子

　ＰＳＰＤＮダイヤルアウトの場合は、（ある状況における、ＰＳＰＤＮからの網管理付加情報と同様

に）ＤＣＥを識別するＰＳＴＮ番号、ＩＳＤＮ番号あるいはＰＳＰＤＮ番号を、公衆交換網が提供するこ

とがある。

　ＰＳＮが識別を提供する場合、ＤＣＥは、５章、６章あるいは７章、あるいは勧告Ｘ．２５で定義され

ているオプションのパケット／フレームタイプあるいはオプションのパケット／フレームフィールドを使

用しない。

2.5.1.2　リンクレイヤのＸＩＤ手順により提供される識別子

　網は、論理リンクを設定する前に、2.9 節および 7.1 節に記述するＸＩＤフレームを交換するリンクレイ

ヤの手順により、ＤＴＥに対してＤＣＥ識別を提供できる。この手順を網が提供することは、オプション

である。

2.5.1.3　パケットレイヤ登録手順により提供される識別子

　網は、2.9 節および 7.1 節に記述する登録パケットを用いて、ＤＴＥに対してＤＣＥ識別を提供できる。

この手順を網が提供することは、オプションである。

2.6　ＤＴＥダイヤルイン動作とＰＳＰＤＮダイヤルアウト動作

　本標準に従う全てのＰＳＰＤＮは、ＤＴＥダイヤルイン動作を提供する。ＰＳＰＤＮダイヤルアウト動

作を網が提供することは、オプションである。

2.7　ＤＴＥサービスの要求

　ＤＴＥに対して付加的な手順を用いずに交換アクセスサービスを提供するためには、本標準に従う全て

のＰＳＰＤＮは、無識別ＤＴＥサービスを提供するか、あるいは、ＰＳＮが提供するＤＴＥ識別方法を用

いて提供するか、あるいは両者を提供する。

　網は、また、オプションの識別手順（2.4.1.2 節、2.4.1.3 節、および 2.4.2 節参照）の１つを用いて識別

されるＤＴＥに対して、ＰＳＮを経由して、ＤＴＥへのアクセス、および／又はＤＴＥからのアクセスを

提供することがある。
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2.8　全二重動作および半二重動作

　ＣＳＰＤＮアクセスを使用する場合、伝送設備は全二重動作となる。ＰＳＴＮアクセスを使用する場合、

伝送設備の動作は、全二重動作、あるいはオプションとして半二重動作を、提供することがある。半二重

動作のための付加的な手順を、5.5 節に記述する。

　ＩＳＤＮの透過的な回線接続を使用する場合、伝送設備は全二重動作となる。

2.9　識別プロトコル

　ＤＴＥあるいはＤＣＥの識別で、ＸＩＤ手順による方法または登録手順による方法のいずれかが使用す

るプロトコル要素は、ＤＴＥとＤＣＥ間でこれらの要素を伝送するために使用する手順（入れもの）（す

なわち、ＸＩＤフレームまたは登録パケット）とは独立である。

　“識別プロトコル”は、“申告側”と“判定側”とのやり取りから成る。“申告側”は、識別子の提供、

オプションとして、識別子の証明を行い、“判定側”は、この識別子の照合、認証を行う。

　ＤＴＥおよびＤＣＥは、起呼側あるいは被呼側のいずれかであるが、申告側あるいは判定側、あるいは

両者であることもある。識別プロトコルは、ＤＴＥ識別およびＤＣＥ識別に独立に使用し、また同時に起

動することもある。

　識別プロトコルは、各方向について幾つかの動作を必要とするか、あるいはどの要素を必要とするかで

特徴付けられる２つのセキュリティグレードを提供する。

　識別プロトコルの動作の詳細を 7.1 節に記述する。

2.10　値のネゴシエーション

　ＤＣＥパラメータには、2.3 節および３節に示すＤＴＥプロファイルに従って値を設定する。

　網は、オンラインファシリティ登録ファシリティを用いて、パケットレイヤのファシリティをネゴシ

エーションする機能を提供することがある。提供する場合、このネゴシエーションを開始するにあたって、

ＤＴＥプロファイルに設定する値を用い、結果として、それらを上書きすることがある。

３．ＤＴＥサービス記述

3.1　ＤＴＥサービス属性

3.1.1　ＤＴＥ識別子

　ＤＴＥ識別子の属性を提供する場合、ＤＴＥの識別子を定義する。

3.1.2　ＤＴＥ識別方法

　ＤＴＥ識別方法の属性を提供する場合、ＤＴＥ識別子（2.4 節参照）を確立するために使用するＤＴＥ

識別方法を定義する。この方法は、ＤＴＥダイヤルイン動作及びＰＳＰＤＮダイヤルアウト動作の両者に

対して同一である。ただし、ＰＳＮ提供方法を、一方の動作に選択する場合は、両者の識別方法は異なる

ことがある。

3.1.3　ＤＴＥアドレス

　この属性を提供する場合は、網は、ＤＴＥ識別子に対応してＤＴＥアドレスを割り当てる。識別方法か

ら、ＤＴＥアドレスを割り出し検証する。

　ＤＴＥアドレスは、網のオプションとして、ＰＳＰＤＮ番号計画（勧告Ｘ．１２１の 2.3 節参照）に基

づくＸ．１２１の番号、またはＰＳＮ番号計画に基づくＸ．１２１フォーマットの番号のいずれかである。

　ＣＳＰＤＮに対するＰＳＮ番号計画に基づくＸ．１２１フォーマットの番号は、勧告Ｘ．１２１の 2.3

節に従う。
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　ＰＳＴＮおよびＩＳＤＮに対するＰＳＮ番号計画に基づくＸ．１２１フォーマットの番号は、勧告Ｘ．

１２１の 2.2.1.3 節または 2.6 節のいずれかに従う。

　ＤＴＥアドレスのとりうるフォーマットは、勧告Ｘ．３０１の 6.6 節に記述されている。

3.1.3.1　ＤＴＥアドレスを提供しない場合

　ＤＴＥダイヤルイン動作において、ＤＴＥが発呼した場合、対応する着呼パケットの起呼アドレス

フィールドの内容は、下記のいずれかである。

　 (a) 　不完全なＸ．１２１ＰＳＮフォーマット

　これは、起呼アドレスフィールドの内容が、関連勧告の“正しい番号”の定義では正しくないこ

とを示している。（例えば、ＰＳＮに割り当てるＤＮＩＣを示す４桁の番号、０＋ＣＣの形式の番

号および９＋ＴＣＣの形式の番号は、それぞれ勧告Ｘ．１２１、Ｅ．１６４およびＥ．１６３で定

義する正しい番号ではない。）

　 (b) 　ＰＳＰＤＮ番号計画に基づく仮の番号

　これは、起呼アドレスフィールドの内容が関連勧告の“正しい番号”の定義では正しいが、ＤＴ

Ｅに固有のものとして使用しないことを示す。例えば、特定の呼で使用するＤＴＥダイヤルイン

ポートに依存することがある。

注－仮の番号を使用する場合、ＤＣＥは、被呼ＤＴＥに、起呼アドレスフィールドの内容がＤＴＥ

アドレスではないことを通知する。この仮の番号を、国際間相互接続においては運ばない。

　さらに、ＰＳＮが起呼回線識別を提供していても、ＰＳＮが提供する番号をＤＴＥ識別として用いるた

めの管理上の取り決めがＰＳＰＤＮとＰＳＮとの間に無い場合で、他のＤＴＥ識別方法を使用しない場合

は、ＰＳＰＤＮは着呼パケットの起呼アドレスフィールドにＰＳＮが提供する番号を含めることがある。

3.1.3.2　ＤＴＥアドレスを提供する場合

　識別したＤＴＥが発呼要求する場合、被呼ＤＴＥに送る着呼パケットの起呼アドレスフィールドの内容

は、ＤＴＥアドレスである。また、テンポラリーロケーションファシリティを用いて登録ＰＳＮ番号（7.2

節参照）を変更した場合も、被呼ＤＴＥに送る着呼パケットの起呼アドレスフィールドの内容は、同一の

ＤＴＥアドレスである。

3.1.4　登録アドレス

　この属性を提供する場合、ＤＣＥは既に確立していることもあるＤＴＥとのＰＳＮ接続を知ることがで

きる。登録アドレスの値は、常にＤＴＥアドレスと同一である。

3.1.4.1　登録アドレスを提供していない場合

　発呼要求パケット中の被呼ＤＴＥアドレスフィールドが登録アドレスではないＰＳＮ番号計画に基づく

Ｘ．１２１フォーマットの番号である場合、ＤＴＥとの交換接続が既に確立しているか否かのチェック無

しに、当該ＰＳＮ番号に対してＰＳＰＤＮダイヤルアウトを発呼する。交換接続が既に確立している状態

で、ＰＳＰＤＮダイヤルアウト動作を行う場合、ビジー信号が返り、着信バーチャルコールを切断する。
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3.1.4.2　登録アドレスを提供している場合

登録アドレスである被呼ＤＴＥアドレスを有する発呼要求を受けたとき、ＰＳＰＤＮはＰＳＰＤＮダイ

ヤルアウト動作を行うか否かを決定する。登録アドレスに対応するＤＴＥ識別子のもとで交換接続を確立

している場合は、ＰＳＰＤＮはその交換接続を使用する。その他の場合は、ＰＳＰＤＮはＰＳＰＤＮダイ

ヤルアウト動作を実行する。

　注－ＤＴＥ識別子が未確立の場合、あるいは、登録アドレスと対応しないＤＴＥ識別子を確立している

場合で、ＤＴＥとの交換接続を既に確立しているときは、このＰＳＰＤＮダイヤルアウトは成功し

ない。

　ＰＳＰＤＮダイヤルアウトのために使用するＰＳＮ番号は、登録ＰＳＮ番号である。

　注－網は、交換アクセスＤＴＥに対して発呼する発呼要求パケットに使用する被呼アドレスがＤＴＥ識

別子のための登録アドレスではなく登録ＰＳＮ番号である場合、ＰＳＰＤＮはこのアドレスを登録

アドレスとみなさず、無識別ＤＴＥサービス呼として扱うことがある（3.3 節、3.5 節参照）。

3.1.5　登録ＰＳＮ番号

　登録ＰＳＮ番号属性を提供する場合、ＰＳＰＤＮはその値を用いてＤＴＥに対してダイヤルアウト動作

を行う。発呼要求パケット中の登録アドレスがＸ．１２１フォーマットのＰＳＮ番号ではない場合は、Ｐ

ＳＰＤＮはＰＳＰＤＮダイヤルアウト動作を実行するために、その登録ＰＳＮ番号を使用し、登録アドレ

スがＸ．１２１フォーマットのＰＳＮ番号である場合は、このアドレスを登録ＰＳＮ番号とみなす。

　ＤＴＥが、登録アドレスを持たない場合、登録ＰＳＮ番号属性を適用しない。

3.1.6　Ｘ．２５加入セット

　Ｘ．２５加入セット属性は、Ｘ．２５リンクレイヤオプションおよびシステムパラメータ、ならびにＸ．

２５パケットレイヤの加入時オプショナルユーザファシリティに使用する値を定義し、交換アクセス動作

に適用する。網は、勧告Ｘ．２において要求されているものを除き、リンクレイヤオプションおよびパ

ケットレイヤ加入時ファシリティの全てを提供しないことがある。Ｘ．２５加入セットにおけるリンクレ

イヤオプションおよびシステムパラメータならびにパケットレイヤオプショナルユーザファシリティのリ

ストを表３－３／ＪＴ－Ｘ３２に示す（3.3 節参照）。

　注－ＪＴ－Ｘ２５において定義しているように、スループットの値は、高々アクセス回線の速度である

（3.1.9 節、ダイヤルアウトアクセスタイプ属性参照）。しかし、自動フォールバック能力を持つモ

デムの場合で、利用者がデフォルトスループットクラス割当ファシリティにそのモデムの最大信号

速度より低い値を選択していないとき、ＤＣＥはデフォルトスループットの値を使用モデムの最大

信号速度に設定する。網は、デフォルトスループットクラスを設定するにあたり、モデムが選択す

る信号速度を考慮することがある。

3.1.6.1　網デフォルト

　Ｘ．２５加入セットを網デフォルトとして指定する場合、各オプション、パラメータおよびファシリ

ティの値は、ＰＳＰＤＮが設定したデフォルト値である。要求するＤＴＥサービスに従って、異なるデ

フォルトを適用することがある。

　ローカル課金防止ファシリティの値は、無識別ＤＴＥに対する課金の方法に関するＰＳＰＤＮの方針と

密接に関連する（3.3 参照）。



- 15 - ＪＴ－Ｘ３２

3.1.6.2　ユーザ選択可能

　Ｘ．２５加入セットをユーザ選択可能として指定する場合、各オプション、パラメータおよびファシリ

ティの値は、ＰＳＰＤＮが提供する値のセットから、利用者が値をカスタマイズし利用できる。

3.1.7　論理チャネル割当

　論理チャネル割当属性は、個々のＤＴＥに割当てる各タイプの論理チャネル数を定義する。ＰＳＰＤＮ

は、無識別ＤＴＥに対して、デフォルト値を割当てる（後述）。ＤＴＥ識別子を確立した場合、ＰＳＰＤ

Ｎは異なるデフォルト値を設定することがある。

3.1.7.1　網デフォルト

　論理チャネル割当を網デフォルトとして指定する場合、ＰＳＰＤＮダイヤルアウト動作に使用するひと

つのバーチャルコール論理チャネルが存在し、ＤＴＥダイヤルイン動作に使用するひとつまたは複数の

バーチャルコール論理チャネルが存在することがある。後者の場合、論理チャネル数は網のオプションで

ある。論理チャネル上で許容するバーチャルコール設定の方向は、表３－１／ＪＴ－Ｘ３２に示すように、

ダイヤル動作の方向により管理する。

表３－１／ＪＴ－Ｘ３２

(CCITT X.32)

論理チャネル割当が網デフォルトである場合、

ダイヤル動作の方向に対するバーチャルコール設定の方向

ダイヤル動作 ＤＴＥのバーチャルコール

発／着機能

対応する X.25 オプショナルユーザ

ファシリティ（注）

ＤＴＥ

ダイヤルイン

バーチャルコール発呼 ・着呼禁止

・単方向発論理チャネル

ＰＳＰＤＮ

ダイヤルアウト

バーチャルコール着呼 ・発呼禁止

・単方向着論理チャネル

注－各ダイヤル動作と、ひとつあるいは両者のオプショナルユーザファシリティとの組合せは網

に依存する。

3.1.7.2　ユーザ選択可能

　個々のＤＴＥ識別子に対して、論理チャネル割当をユーザ選択可能として指定する場合、各タイプの論

理チャネル数を、網が提供する値の中からユーザが設定する。

3.1.8　ＰＳＰＤＮダイヤルアウト使用

　ＰＳＰＤＮダイヤルアウト使用属性は、ＰＳＰＤＮダイヤルアウト動作の使用を可能とする。

3.1.8.1　網デフォルト

　ＰＳＰＤＮダイヤルアウト使用を網デフォルトとして指定する場合、網はＰＳＰＤＮダイヤルアウト動

作を提供するか否かを選択する。ＰＳＰＤＮダイヤルアウト動作を提供する場合、ＰＳＰＤＮは発呼要求

パケットから得るＰＳＮ番号に対して、交換アクセスパスの確立を試みる。
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3.1.8.2　ユーザ選択可能

　ＰＳＰＤＮダイヤルアウト使用をユーザ選択可能として指定する場合、個々のＤＴＥに対するＰＳＰＤ

Ｎダイヤルアウト動作を使用するか否かは、ユーザが選択する。ＰＳＰＤＮダイヤルアウト使用を選択す

る場合、登録ＰＳＮ番号属性も選択する。その場合、登録アドレスを発呼要求パケットの中で使用し、か

つ交換アクセスパスを確立していないときは、網はＤＴＥに対してダイヤルアウト動作を行う。

3.1.9　ダイヤルアウトアクセスタイプ

　ダイヤルアウトアクセスタイプ属性は、ＰＳＰＤＮダイヤルアウト動作に適用し、ＤＴＥに対して網が

提供する範囲内で、モデム特性やユーザサービスクラスやＩＳＤＮ接続特性を選択することを許容する。

ダイヤルアウトアクセスタイプは、モデム特性（ＰＳＴＮの場合）、Ｘ．１ユーザクラス（ＣＳＰＤＮの

場合）、あるいはＩＳＤＮ接続特性（ＩＳＤＮの場合）のことであり、物理レイヤの交換アクセス動作で

使用する（４章参照）。網が提供するデフォルト・ダイヤルアウトアクセスタイプは、アクセスを許容す

る各ＰＳＮについて、ＰＳＰＤＮが設定する。

　ＰＳＴＮ経由のＤＴＥダイヤルインの場合、ダイヤルインされたＰＳＰＤＮポートのモデム特性を使用

する。また、ＣＳＰＤＮ経由のＤＴＥダイヤルインの場合、被呼ＰＳＰＤＮポートのＸ．１ユーザクラス

を使用する。

　注１－網は、モデムの選択を行うため、勧告Ｖ．１００の手順を使用することがある。

　注２－伝送機能が全二重あるいは半二重であるかは、使用するモデムにより決まる。従って、伝送機能

動作のタイプについての属性はない。

3.1.9.1　網デフォルト

　ダイヤルアウトアクセスタイプを網デフォルトとして指定する場合、以下のように使用する。

　 (a) 　ＰＳＴＮ経由のＰＳＰＤＮダイヤルアウトでは、網が提供するデフォルトモデム属性を使用する。

　 (b) 　ＣＳＰＤＮ経由のＰＳＰＤＮダイヤルアウトでは、網が提供するデフォルトＸ．１ユーザクラス

を使用する。

　 (c) 　ＩＳＤＮ経由のＰＳＰＤＮダイヤルアウトでは、速度整合方法として網が提供するデフォルトを

使用する。適用可能な方法は、ＪＴ－Ｘ３１を参照。

3.1.9.2　ユーザ選択可能

　ダイヤルアウトアクセスタイプをユーザ選択可能として指定する場合、網が提供する範囲で、ＤＴＥ識

別子に従って、以下のように使用する。

　 (a) 　ＰＳＴＮ経由のＰＳＰＤＮダイヤルアウトでは、モデム特性を選択し使用する。

　 (b) 　ＣＳＰＤＮ経由のＰＳＰＤＮダイヤルアウトでは、Ｘ．１ユーザクラスを選択し使用する。

　 (c) 　ＩＳＤＮ経由のＰＳＰＤＮダイヤルアウトでは、Ｘ．１ユーザクラスを選択し使用する。

3.1.10　オプショナルユーザファシリティ

　この属性には２つのオプショナルユーザファシリティ、すなわち、テンポラリロケーションおよびセ

キュアダイヤルバックがある。これら２つのオプショナルユーザファシリティを、7.2 節で定義する。Ｐ

ＳＰＤＮがこれらのファシリティを提供することは、オプションである。
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3.1.11　ＤＣＥ識別子表示

　ＰＳＰＤＮは、ＤＣＥ識別子表示を提供するか否かを選択する。ＤＣＥ識別子表示を提供する場合、Ｄ

ＣＥ識別子表示属性は、ＰＳＰＤＮが使用するＤＣＥ識別方法を定義する。ＰＳＰＤＮは、ＤＴＥダイヤ

ルイン動作およびＰＳＰＤＮダイヤルアウト動作の両者に対して、あるいは、ＰＳＰＤＮダイヤルアウト

動作に対してのみ、ＤＣＥ識別方法の使用を選択することがある。ＤＣＥ識別を両者の動作に対して提供

するとき、その方法は、ＤＴＥダイヤルイン動作およびＰＳＰＤＮダイヤルアウト動作で同じである。Ｐ

ＳＰＤＮは、2.5 節で示すＤＣＥ識別方法のうちの１つを選択する。

　網は、交換アクセスの間、ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースに適用可能なＤＴＥプロファイルをＤＴＥに

通知するために、ＤＣＥ識別子の一部として、ＤＴＥプロファイル指定子を含むことがある。ＤＴＥプロ

ファイル指定子はオクテット列であり、ＰＳＰＤＮは、特定のＤＴＥプロファイルに対する名前として、

ＤＴＥ識別子に割当てることがある。

3.1.12　リンクレイヤアドレス割当

　リンクレイヤアドレス割当属性は、リンクレイヤアドレスの決定方法を定義する。

3.1.12.1　網デフォルト

　リンクレイヤアドレス割当を網デフォルトとして指定する場合、リンクレベルアドレスは、5.2 節で定

義するように、交換アクセス呼の方向に応じて割当てる（勧告Ｔ．７０と同様）。

　一方、網は、5.2 節で定義するように（標準ＪＴ－Ｘ２５の 3.4.2 節と同様）、ＤＴＥおよびＤＣＥとし

ての装置の役割に応じたリンクレイヤアドレス割当を提供することがある。

　注１－ＰＳＰＤＮダイヤルアウト動作は、ＤＴＥおよびＰＳＰＤＮが同一のリンクレイヤアドレス割当

方法を実装している場合のみ、正しく動作する。

　注２－ＤＴＥおよびＤＣＥとしての装置の役割に応じたリンクレイヤアドレス割当は、ＰＳＰＤＮが介

在することなく、２つのＤＴＥが直接相互に動作することを許容しない。

3.1.12.2　ユーザ選択可能

リンクレイヤアドレス割当がユーザ選択可能として指定する場合、リンクレベルアドレスを交換アクセ

ス呼の方向に対応して割当てるか、あるいはＤＴＥおよびＤＣＥとしての役割に対応して割当てるかは、

利用者が指定する（5.2 節参照）。
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3.2　ＤＴＥサービスの要約

　３種類のＤＴＥサービスについて、それぞれの属性を、表３－２／ＪＴ－Ｘ３２に示す。

表３－２／ＪＴ－Ｘ３２＊

(CCITT X.32)

ＤＴＥサービス一覧

サービス

機能の属性

無識別サービス 識別サービス カスタマイズサービ

ス

ＤＴＥ識別子 －－－ あり あり

ＤＴＥ識別方法 －－－ 任意

（ＮＤ）

ﾊﾞｰﾁｬﾙｺｰﾙ確立前

（ＮＤ）

ＤＴＥアドレス －－－ 注４ あり

登録アドレス －－－ 注１ あり

登録ＰＳＮ番号 －－－ 　注１＊ ユーザ選択可能

Ｘ．２５加入セット ＮＤ 注２ ユーザ選択可能

論理チャネル割当 ＮＤ ＮＤ ユーザ選択可能

ＰＳＰＤＮダイヤルアウト使用 ＮＤ 注１ ユーザ選択可能

ダイヤルアウトアクセスタイプ ＮＤ ＮＤ ユーザ選択可能

オプショナルユーザファシリティ －－－ －－－ ユーザ選択可能

ＤＣＥ識別子表示 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

リンクレイヤアドレス割当 ＮＤ ＮＤ ユーザ選択可能

注３

－－－：提供なし　　ＮＤ：網デフォルト　　あり：提供あり

　注１－このＤＴＥサービスにおいて、ＤＴＥに対する登録アドレスの適用は、網のオプションである。

ＤＴＥに登録アドレスを割り当てる場合、登録ＰＳＮ番号属性およびＰＳＰＤＮダイヤルアウト

使用属性は、ユーザ選択可能である。その他の場合（すなわち、そのＤＴＥに登録アドレスを割

り当てない場合）、ＰＳＰＤＮによるダイヤルアウト動作の使用は網のデフォルトによる。

　注２－網デフォルトまたは、ＮＵＩオーバライドが有効なとき、利用者が選択するパケットレイヤの

ファシリティの中の値（勧告Ｘ．２５の付属書Ｈ／Ｘ．２５および勧告Ｘ．３０１の 7.4.6 参

照）。

　注３－ＤＴＥダイヤルイン動作の場合、割り当てたリンクレイヤのアドレス値は、両者の割当方法とも

同じであり、従ってアドレス値はユーザが選択する割当方法には依存しない。

　注４－このＤＴＥサービスにおいて、ＤＴＥに対するＤＴＥアドレスの使用は、網のオプションである。
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3.3　無識別ＤＴＥサービス

　無識別ＤＴＥサービス（2.3.2.1 節で定義）で使用する属性値を、表３－２／ＪＴ－Ｘ３２の無識別欄に

示す。

　無識別ＤＴＥサービスにおいては、

－ＤＴＥ識別子を確立しない、

－ＤＴＥ識別方法は使用しない。

　一般に、バーチャルコールの設定方向を管理するもの（すなわち、着呼禁止、発呼禁止、単方向発論理

チャネル、単方向着論理チャネル）を事前に加入することなくバーチャルコール毎に使用できるものを除

き、オプショナルユーザファシリティは利用できない。さらに、網は、以下の使用を許容することがある。

　 (a) 　事前に加入していない、いくつかの加入時のオプショナルユーザファシリティ（網は、刊行物あ

るいはオンラインファシリティ登録ファシリティの使用により、これを知らせることができる。こ

の時、ＰＳＰＤＮは、無識別ＤＴＥに対してＤＣＥ識別子を知らせるよう考慮する）。

　 (b) 　ＤＴＥがオンラインファシリティ登録ファシリティを使用して要求しなければならない加入時の

オプションユーザファシリティ。

　Ｘ．２５リンクレイヤのオプション、システムパラメータおよびＸ．２５加入時オプショナルユーザ

ファシリティを、ＤＴＥダイヤルイン動作とＰＳＰＤＮダイヤルアウト動作に対応して、表３－３／ＪＴ

－Ｘ３２で以下のように分類する。

　－ＡＶＡＩＬ－ＮＳ　：無識別ＤＴＥサービスを提供する全ての網において、網が設定するリンクレイ

ヤシステムパラメータ。

　－ＡＶＡＩＬ－ＢＡＳ：無識別ＤＴＥサービスを提供する全ての網において、利用可能なオプショナル

ユーザファシリティ、あるいは、リンクレイヤオプション。

要求されない場合にも、このファシリティは有効である。

　－ＡＶＡＩＬ－ＯＰＴ：無識別ＤＴＥサービスを提供する網によっては、利用可能なオプショナルユー

ザファシリティ。網は、このファシリティの利用可能を、刊行物あるいはオン

ラインファシリティ登録ファシリティの使用により知らせる。

これらのファシリティは、網で動作させる場合、再度の要求無しに使用できる。

　－ＡＶＡＩＬ－ＲＱ　：無識別ＤＴＥサービスを提供する網によっては、利用可能なオプショナルユー

ザファシリティ。

このファシリティの利用は、オンラインファシリティ登録ファシリティにより

要求する。

　－ＮＯ ：無識別ＤＴＥサービスを提供するどの網においても、利用できないオプショナ

ルユーザファシリティ、あるいは、リンクレイヤオプション。

　ＤＴＥは、ＰＳＰＤＮが提供し、かつ事前の加入を必要としない呼毎のＸ．２５ファシリティを利用し

てもよい。



ＪＴ－Ｘ３２ - 20 -

表３－３／ＪＴ－Ｘ３２＊

(CCITT X.32)

無識別ＤＴＥサービスにおけるリンクレベルオプション、システムパラメータ

およびパケットレベルの加入時ファシリティの利用可否

オプション、パラメータまたはファシ

リティ（全ての論理チャネルに適用）

ＤＴＥダイヤルイン動作にお

ける利用可否

ＰＳＰＤＮダイヤルアウト

動作における利用可否

リ　ン　ク　レ　イ　ヤ

Ｋ ＡＶＡＩＬ－ＮＳ ＡＶＡＩＬ－ＮＳ

Ｔ１ ＡＶＡＩＬ－ＮＳ ＡＶＡＩＬ－ＮＳ

Ｔ２ ＡＶＡＩＬ－ＮＳ ＡＶＡＩＬ－ＮＳ

Ｔ３ ＡＶＡＩＬ－ＮＳ ＡＶＡＩＬ－ＮＳ

Ｎ１ ＡＶＡＩＬ－ＮＳ ＡＶＡＩＬ－ＮＳ

Ｎ２ ＡＶＡＩＬ－ＮＳ ＡＶＡＩＬ－ＮＳ

拡張フレームシーケンス番号 ＮＯ ＮＯ

パ　ケ　ッ　ト　レ　イ　ヤ

オンラインファシリティ登録 ＡＶＡＩＬ－ＯＰＴ ＡＶＡＩＬ－ＯＰＴ

拡張パケットシーケンス番号 ＡＶＡＩＬ－ＲＱ ＡＶＡＩＬ－ＲＱ

Ｄビット修飾 ＡＶＡＩＬ－ＲＱ ＡＶＡＩＬ－ＲＱ

パケット再送 ＡＶＡＩＬ－ＯＰＴ ＡＶＡＩＬ－ＯＰＴ

着呼禁止 ＡＶＡＩＬ－ＢＡＳ ＮＯ

発呼禁止 ＮＯ ＡＶＡＩＬ－ＢＡＳ

単方向発論理チャネル ＡＶＡＩＬ－ＢＡＳ ＮＯ

単方向着論理チャネル ＮＯ ＡＶＡＩＬ－ＢＡＳ

非標準ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾊﾟｹｯﾄｻｲｽﾞ ＡＶＡＩＬ－ＲＱ ＡＶＡＩＬ－ＲＱ

非標準ﾃﾞﾌｫﾙﾄｳｨﾝﾄﾞｳｻｲｽﾞ ＡＶＡＩＬ－ＲＱ（注 1） ＡＶＡＩＬ－ＲＱ（注 1）
ﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾙｰﾌﾟｯﾄｸﾗｽ割当 ＡＶＡＩＬ－ＲＱ ＡＶＡＩＬ－ＲＱ

ﾌﾛｰ 制御ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾈｺﾞｼｴｰｼｮﾝ ＡＶＡＩＬ－ＲＱ ＡＶＡＩＬ－ＲＱ

ｽﾙｰﾃﾌﾟｯﾄｸﾗｽﾈｺﾞｼｴｰｼｮﾝ ＡＶＡＩＬ－ＲＱ ＡＶＡＩＬ－ＲＱ

閉域ﾕｰｻﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ関連ﾌｧｼﾘﾃｨ

－閉域ユーザグループ

－出接可閉域ユーザグループ

－入接可閉域ユーザグループ

－閉域ﾕｰｻﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ内着呼禁止

－閉域ﾕｰｻﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ内発呼禁止

ＮＯ

ＮＯ

ＮＯ

ＮＯ

ＮＯ

ＮＯ

ＮＯ

ＮＯ

ＮＯ

ＮＯ

相互形閉域ﾕｰｻﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ関連ﾌｧｼﾘﾃｨ

－相互形閉域ユーザグループ

－出接可相互閉域ﾕｰｻﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ

ＮＯ

ＮＯ

ＮＯ

ＮＯ

ファーストセレクト許容 ＮＯ ＡＶＡＩＬ－ＲＱ

着信課金許容 ＮＯ ＮＯ

ローカル課金防止（注２） 利用可 利用可

網利用者識別加入 ＮＯ ＮＯ

ＮＵＩオーバライド ＮＯ ＮＯ

課金情報加入 ＮＯ ＮＯ

ＲＰＯＡ選択加入 ＮＯ ＮＯ

ハントグループ ＮＯ ＮＯ

着信転送 ＮＯ ＮＯ

コールデフレクション加入 ＮＯ ＮＯ

　注１－無識別ＤＴＥサービスのうち、半二重動作を提供する網は、デフォルトウィンドウサイズを、単

一非標準デフォルトウィンドウサイズに設定することがある。

　注２－ローカル課金防止ファシリティは、ＰＳＰＤＮが識別できないＤＴＥの課金を許可しない限り有

効である。
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3.4　識別ＤＴＥサービス

識別ＤＴＥサービス（2.3.2.2 節で定義）で使用する属性値を、表３－２／ＪＴ－Ｘ３２の識別欄に示す。

識別ＤＴＥサービスにおいては、

－明示的に、あるいは、非明示的に、合意されたＤＴＥ識別子を網に提供する、

－Ｘ．２５加入セットは、以下の点を除いて、無識別ＤＴＥサービスと同じである。

　 (a) 　ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェースにおいてＮＵＩオーバライドファシリティが有効であるＤＴＥダ

イヤルイン動作の場合、勧告Ｘ．２５に規定されているように、ＮＵＩ選択ファシリティは、利用

者が選択したパケットレイヤファシリティ値を起動するのに使えること（6.3 節、勧告Ｘ．２５の

付属書Ｈ／Ｘ．２５および勧告Ｘ．３０１の 7.4.6 節参照）。

　 (b) 　ローカル課金防止ファシリティは有効でないこと。

　ＤＴＥは、ＰＳＰＤＮが提供し、事前の加入を必要としない呼毎のＸ．２５ファシリティを使用し

てもよい。

3.5　カスタマイズＤＴＥサービス

　カスタマイズＤＴＥサービス（2.3.2.2.節で定義）で使用する属性値を、表３－２／ＪＴ－Ｘ３２のカス

タマイズ欄に示す。

　注－公衆回線を使用する場合、カスタマイズＤＴＥプロファイルの値を、必ずしもすべて提供しなくて

もよい。（使用可能な特性は、公衆回線毎に違うことがある。）

その結果として、網のデフォルト値を使用するサービスとなるか、あるいはサービスを拒否する。

　カスタマイズＤＴＥサービスを受けるために、ＰＳＰＤＮとの間で明示的に合意したＤＴＥ識別子を、

ＰＳＰＤＮに提供する。

　各Ｘ．２５リンクレイヤオプションおよびシステムパラメータおよびＸ．２５パケットレイヤ加入時

ファシリティのカスタマイゼーションの利用可否を、表３－４／ＪＴ－Ｘ３２に示す。

　ＤＴＥは、ＰＳＰＤＮが提供し、事前の加入を必要としない呼毎のＸ．２５ファシリティを使用しても

よい。

　ＤＴＥは、対応する加入時ファシリティを既に選択している場合、ＰＳＰＤＮが提供し加入時ファシリ

ティの選択を必要とする呼毎のＸ．２５ファシリティを使用してもよい。
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表３－４／ＪＴ－Ｘ３２＊

(CCITT X.32)

カスタマイズＤＴＥサービスにおけるリンクレベルオプション、システムパラメータ

およびパケットレベルの加入時ファシリティの利用可否

オプション、パラメータまたはファシリティ カスタマイゼーション利用可否

リ　ン　ク　レ　イ　ヤ

Ｋ ＣＵＳＴＯＭ

Ｔ１ ＣＵＳＴＯＭ

Ｔ２ ＣＵＳＴＯＭ

Ｔ３ ＣＵＳＴＯＭ

Ｎ１ ＣＵＳＴＯＭ

Ｎ２ ＣＵＳＴＯＭ

拡張フレームシーケンス番号 ＣＵＳＴＯＭ

パ　ケ　ッ　ト　レ　イ　ヤ

オンラインファシリティ登録 ＣＵＳＴＯＭ

拡張パケットシーケンス番号 ＣＵＳＴＯＭ

Ｄビット修飾 ＣＵＳＴＯＭ

パケット再送 ＣＵＳＴＯＭ

着呼禁止 ＣＵＳＴＯＭ

発呼禁止 ＣＵＳＴＯＭ

単方向発論理チャネル ＣＵＳＴＯＭ

単方向着論理チャネル ＣＵＳＴＯＭ

非標準デフォルトパケットサイズ ＣＵＳＴＯＭ

非標準デフォルトウィンドウサイズ ＣＵＳＴＯＭ

デフォルトスループットクラス割当 ＣＵＳＴＯＭ

フロー制御パラメータネゴシエーション ＣＵＳＴＯＭ

スループットクラスネゴシエーション ＣＵＳＴＯＭ

閉域ユーザグループ関連ファシリティ

－閉域ユーザグループ

－出接可閉域ユーザグループ

－入接可閉域ユーザグループ

－閉域ユーザグループ内着呼禁止

－閉域ユーザグループ内発呼禁止

ＣＵＳＴＯＭ

ＣＵＳＴＯＭ

ＣＵＳＴＯＭ

ＣＵＳＴＯＭ

ＣＵＳＴＯＭ

相互形閉域ユーザグループ関連ファシリティ

－相互形閉域ユーザグループ

－出接可相互閉域ユーザグループ

ＣＵＳＴＯＭ

ＣＵＳＴＯＭ

ファーストセレクト許容 ＣＵＳＴＯＭ

着信課金許容 ＣＵＳＴＯＭ

ローカル課金防止 ＣＵＳＴＯＭ

網利用者識別加入 ＣＵＳＴＯＭ

ＮＵＩオーバライド ＣＵＳＴＯＭ

課金情報加入 ＣＵＳＴＯＭ

ＲＰＯＡ選択加入 ＣＵＳＴＯＭ

ハントグループ ＣＵＳＴＯＭ

着信転送 ＣＵＳＴＯＭ

コールデフレクション加入 　ＣＵＳＴＯＭ＊

ＣＵＳＴＯＭ－ＰＳＰＤＮが提供する場合、ＤＴＥは非デフォルト値を選択、設定できる。
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４．インタフェース特性（物理レイヤ）

　網は、以下に規定する物理レイヤインタフェースのうちの１つ、あるいは複数を提供することがある。

　ＩＳＤＮ網の透過的な回線接続のための物理レイヤインタフェースに関しては、ＪＴ－Ｘ３１を参照。

4.1　Ｘ．２１インタフェース

　ＣＳＰＤＮ経由のＤＴＥとＰＳＰＤＮ間の交換アクセスパスの確立、保持、切断に関しては、物理レイ

ヤ上のインタフェースは、以下の節で記述するように、勧告Ｘ．２１に従う。

4.1.1　ＤＴＥ／ＤＣＥ物理インタフェース要素

　ＤＴＥ／ＤＣＥ物理インタフェース要素は、勧告Ｘ．２１の 2.1～2.5 節に従う。

4.1.2　呼制御キャラクタのアライメントと誤り検査

　呼制御キャラクタのアライメントと誤り検査は、勧告Ｘ．２１の３章に従う。

4.1.3　動作フェーズへの遷移手順

　呼制御フェーズは、動作フェーズに遷移する前に要求され、勧告Ｘ．２１の４章に従う。ＣＳＰＤＮ内

で呼を確立した後、物理レイヤインタフェースは、勧告Ｘ．２１の 5.1 節に記述されているように、デー

タ転送フェーズに遷移する。データ転送フェーズ（状態１３）中に回路Ｔと回路Ｒ上で授受するデータは、

本標準の次章に記述する。

　勧告Ｘ．２１の 2.5 節で記述させているノットレディ状態は、非動作状態と見なすが、高位レイヤでは、

その状態を障害状態として扱うことがある。

4.1.4　解放手順

　解放手順は、勧告Ｘ．２１の６章に従う。

4.1.5　障害検出の原則とテストループ

　障害検出の原則は、勧告Ｘ．２１の 2.6.1 節および 2.6.2 節に従う。

　テストループの定義とテストループを用いた保守試験の原則は、勧告Ｘ．１５０に記述されている。

　テストループとその使用手順は、勧告Ｘ．２１の７章に記述されている。

　リモート端末におけるＤＣＥ内のテストループ２のＤＴＥによる自動起動は、利用できない。しかし、

網は、加入者回線、交換アクセスパスおよびＤＣＥ、あるいは、回線終端装置の一部または全部の動作を

照合するために、ローカルデータ交換機（ＤＳＥ）でテストループ２相当の機能を制御することをＤＴＥ

に対して許容することがある。加入者によるループの制御は、提供する場合は、勧告Ｘ．１５０および勧

告Ｘ．２１に記述されているように、それぞれ手動または自動により行うことがある。

4.1.6　信号エレメントタイミング

　信号エレメントタイミングは、勧告Ｘ．２１の 2.6.3 節に従う。

4.2　Ｘ．２１ｂｉｓインタフェース

　ＣＳＰＤＮ経由のＤＴＥとＰＳＰＤＮ間の交換アクセスパス確立、保持、切断に関しては、物理レイヤ

のインタフェースは、次節で記述するように、勧告Ｘ．２１ｂｉｓに従う。
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4.2.1　ＤＴＥ／ＤＣＥ物理インタフェース要素

　ＤＴＥ／ＤＣＥ物理インタフェース要素は、勧告Ｘ．２１ｂｉｓの 1.2 節に従う。

4.2.2　動作フェーズへの遷移手順

　動作フェーズへの遷移手順は、勧告Ｘ．２１ｂｉｓの２章に従う。回路１０７がオン状態、かつ回路１

０５、１０６、１０８および１０９を提供している場合でそれらがオン状態の場合、回路１０３及び回路

１０４上のデータ授受を本標準の次章で記述する。

　回路１０７がオフ状態、あるいは回路１０５、１０６、１０８または１０９を提供している場合でそれ

らのいずれかがオフ状態の場合、インタフェースは非動作状態と見なすが、高位レイヤでは障害状態とし

て見なすことがある。

4.2.3　障害検出の原則とテストループ

　障害検出の原則、テストループの定義とその使用手順は、勧告Ｘ．２１ｂｉｓの 3.1～3.3 節に記述され

ている。

　リモート端末におけるＤＣＥ内のテストループ２のＤＴＥによる自動起動は、利用できない。しかし、

網は、加入者回線、交換アクセスパスおよびＤＣＥ、あるいは、回線終端装置の一部または全部の動作を

照合するために、ローカルデータ交換機（ＤＳＥ）でテストループ２相当の機能を制御することをＤＴＥ

に対して許容することがある。加入者によるループの制御は、提供する場合は、勧告Ｘ．１５０および勧

告Ｘ．２１ｂｉｓに記述されているように、それぞれ手動または自動により行うことがある。

4.2.4　信号エレメントタイミング

　信号エレメントタイミングは、勧告Ｘ．２１ｂｉｓの 3.4 節に従う。

4.3　Ｖシリーズインタフェース

　ＰＳＴＮ経由のＤＴＥとＰＳＰＤＮ間の交換アクセスパスの確立、保持、切断に関しては、物理レベル

のインタフェースは、以下の記述に従う。

4.3.1　モデム特性

　網は、以下のいずれか、あるいは、全てのモデム特性を選択することがある。

　 (a) 　１２００bit/s Ｖ．２２、種別Ａ、ＢおよびＣ、モードⅰ）

　 (b) 　２４００／１２００bit/s Ｖ．２２bis 、モードⅰ）あるいはⅲ）、または

Ｖ．２６ter 、モードⅰ）あるいはⅲ）

　 (c) 　９６００／４８００bit/s Ｖ．３２

　さらに、半二重動作を提供する網は、以下のいずれか、あるいは全てのモデム特性を選択することがあ

る。

　 (a) 　２４００bit/s Ｖ．２６bis 、種別ｂ

　 (b) 　４８００／２４００bit/s Ｖ．２７ter

　網によっては、他のモデム特性を選択することがある。

　バックワードチャネルの使用は、本標準の適用対象外である。
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4.3.2　全二重動作フェーズ手順

　回路１０７がオン状態、かつ回路１０５、１０６、１０８および１０９を提供している場合でそれらが

オン状態の場合、回路１０３および回路１０４上で授受されるデータは、本標準の次章の記述に従う。

　回路１０６および回路１０９は、一時的な伝送誤りあるいはモデムのリトレーニングの理由により、オ

フ状態になることがある。高位レイヤは、インタフェースが非動作状態と判断することを数秒間待つこと

が望ましい。

4.3.3　半二重動作フェーズ手順

　回路１０３、１０４、１０５、１０６および１０７の状態は、5.5.8 節に従う。

4.3.4　起動手順

　ＤＴＥは、以下のいずれかの手順を使用する。

　 (a) 　勧告Ｖ．２５の３章に記述されている自動起動手順

　 (b) 　勧告Ｖ．２５ｂｉｓの４章あるいは５章に記述されている自動起動手順

　 (c) 　勧告Ｖ．２５の６章に記述されている手動起動手順

　網は、自動起動手順のみを使用する。

　注－Ｖ．２５あるいはＶ．２５ｂｉｓ手順のみを使用するＤＴＥ（ダイヤラー付きモデムを持つＤＴＥ

を含む）に対する特別な要求条件が課せられない場合は、他の起動手順を使用することがある。

4.3.5　応答手順

　ＰＳＰＤＮダイヤルアウト手順のために、ＤＴＥは勧告Ｖ．２５あるいはＶ．２５ｂｉｓの自動応答手

順を使用するのが望ましい。網は、自動応答手順を使用するＤＴＥに影響を与えない場合、手動応答手順

の使用を許容することがある。

　ＤＴＥダイヤルインに対しては、網は自動応答手順のみを使用する。

4.3.6　切断手順

　ＤＴＥおよび網は、勧告Ｖ．２４に定義される切断手順を使用する。

4.3.7　テストループ

　テストループの定義およびテストループを用いる保守試験の原則は、勧告Ｖ．５４に記述されている。

　テストループおよびその使用手順は、各モデムに関する勧告に記述されている。ループ試験の手順は、

モデムに関する勧告により異なる。

　リモート端末におけるＤＣＥのテストループ２および４のＤＴＥによる自動起動は、利用できない。し

かし、網は、加入者回線、交換アクセスパスおよびＤＣＥ、あるいは、回線終端装置の一部または全部の

動作を照合するために、ローカルデータ交換機（ＤＳＥ）でテストループ２および４相当の機能を制御す

ることをＤＴＥに対して許容することがある。加入者によるループの制御は、提供する場合は、勧告Ｖ．

５４および各モデムに関する勧告に記述されているように、それぞれ手動または自動により行うことがあ

る。
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５．ＤＴＥ／ＤＣＥインタフェース間のリンクアクセス手順

5.1　序　文

　本章では、ＤＣＥおよびＤＴＥ間の交換アクセスを介したデータ授受を提供するために、採用する必須

およびオプションのリンクレイヤ手順を規定する。

5.1.1　ＩＳＯ平衡手順クラスとの互換性

　本標準で定義する交換アクセスのリンクレイヤ手順は、国際標準化機構により規定されているハイレベ

ルデータリンク制御（ＨＤＬＣ）手順の原則及び用語を使用する。

　ＩＳＯ平衡型手順クラス（オプション２および８を使うＢＡクラスならびにオプション２、８および１

０を使うＢＡクラス）を使用するＤＣＥ動作の互換性は、ＪＴ－Ｘ２５の 3.2、3.3 および 3.4 節に記述す

るＬＡＰＢを使って確保する。オプション２および８を使うＢＡクラスは、互換アクセスのための全て網

で利用可能である。

　網は、オプション２、８および１０（ＬＡＰＢモジュロ１２８）を使うＢＡクラスも交換アクセスのた

めに提供することがある。

　ＢＡクラス１、２、８およびＢＡクラス１、２、８、１０は、非番号制フォーマットの識別交換（ＸＩ

Ｄ）コマンドおよびレスポンスの付加的な使用を規定する。この付加的な能力を、ＤＴＥ／ＤＣＥ識別お

よび認証の実行、ならびにオプショナルユーザファシリティ（7.2 節参照）を選択するために使用し、こ

の場合、ＨＤＬＣ標準である一般目的のＸＩＤフレーム情報フィールドの内容およびフォーマット（ＩＳ

Ｏ国際標準８８８５）を適用する。

5.1.2　基本伝送機能

　基本的伝送機能は、全二重、あるいは、オプションとして、半二重である（2.8 節参照）。半二重伝送

機能に関する動作は、5.5 節で定義する手順に従う。

5.2　リンクレイヤアドレス割当

　リンクレイヤアドレスを割り当てるために、２つの方法を、本標準の手順に記述する。各々の方法を適

用する条件を、リンクレイヤアドレス割当属性（3.1.12 節）に規定する。

　いずれの方法を用いても、ＤＴＥダイヤルイン動作において結果的に同じ値を割り当てる。

5.2.1　交換アクセス呼の方向に依存する割当

　勧告Ｔ．７０に従い、ＤＴＥダイヤルイン動作およびＰＳＰＤＮダイヤルアウト動作のためのリンクレ

イヤアドレス割当は、表５－１／ＪＴ－Ｘ３２で規定する交換アクセス呼の方向に依存する。

　ＤＣＥは、交換アクセスパスがＤＴＥにより確立されたのか（ＤＴＥダイヤルイン）あるいはＤＣＥに

より確立されたのか（ＰＳＰＤＮダイヤルアウト）を常に認識している。この状態を認識していない、あ

るいはできないＤＴＥは、ＤＣＥの固有のアドレスを決定するために適切なアドレス決定手順を起動する。

ただし、この手順は、表５－１／ＪＴ－Ｘ３２に記述するリンクレベルアドレス割当を使用するＤＴＥに

影響を与えないものとする。
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表５－１／ＪＴ－Ｘ３２

(CCITT X.32)

リンクレイヤアドレス割当

局１

リンクレイヤアドレス割当

起呼Ａ 被呼Ｂ
コマンド

レスポンス
Ｂ

Ａ

Ａ

Ｂ

　注－ＤＴＥダイヤルインについては、ＤＴＥが起呼Ａである。ＰＳＰＤＮダイヤルアウトについては、

ＤＣＥが起呼Ａである。

5.2.2　ＤＴＥおよびＤＣＥとしての装置の役割に依存する割当

　ＪＴ－Ｘ２５の 3.4.2 節における規定に従い、リンクレイヤアドレス割当は、ＤＣＥがＤＴＥに対して

コマンドフレームにアドレスＡおよびレスポンスフレームにアドレスＢを付与し送信する。ＤＴＥは、こ

の逆を行う（例えば、ＤＣＥに対して、コマンドフレームにアドレスＢおよびレスポンスフレームにアド

レスＡを付与し送信する。）。このように、ＤＴＥおよびＤＣＥとしての装置の役割に依存する。

5.3　識別交換（ＸＩＤ）フレームの使用

5.3.1　概　要

　ＸＩＤフレームは、ＤＣＥとＤＴＥが使用し、ＤＴＥまたはＤＣＥのいずれかの識別と認証を行なうか、

あるいはＤＴＥとＤＣＥがオプショナルユーザファシリティ（7.2 節参照）を運ぶのに使用するか、ある

いはその両者である。

5.3.1.1　ＸＩＤコマンド

　ＸＩＤコマンドは、ＤＴＥ／ＤＣＥが使用し、ＤＣＥ／ＤＴＥそれ自身を識別させ、オプションとして

ＤＴＥ／ＤＣＥ識別および／又は特性をＤＣＥ／ＤＴＥに提供する。ＸＩＤコマンドでは、情報フィール

ドの使用はオプションである。

5.3.1.2　ＸＩＤレスポンス

　ＸＩＤレスポンスは、ＤＴＥ／ＤＣＥが使用し、ＸＩＤコマンドに応答する。ＸＩＤレスポンスでは、

ＤＴＥ／ＤＣＥ識別および／又は特性を含む情報フィールドの使用は、オプションである。

5.3.2　ＸＩＤフレームのフォーマット

　ＸＩＤフレームのアドレスフィールド・フォーマットは、上述の 5.2 節で定義している。ＸＩＤフレー

ムの制御フィールド・フォーマットを、表５－２／ＪＴ－Ｘ３２に示す。

　注－最初に送出するビットはビット１で、低位のビットである。
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表５－２／ＪＴ－Ｘ３２

(CCITT X.32)

ＸＩＤコマンドおよびレスポンスの制御フィールドのビット符号化

フォーマット コマンド レスポンス

ビット位置

１   ２   ３   ４   ５    ６   ７   ８

非　番　号 ＸＩＤ ＸＩＤ １   １   １   １ P/F １   ０   １

　ＸＩＤ制御フィールドの後に、ＸＩＤ情報フィールドが続いてもよい。ＸＩＤ情報フィールドの一般形

式は、存在する場合、図５－１／ＪＴ－Ｘ３２に示すとおりである。

フォーマット識別子

サブフィールド

レイヤ

ｻﾌﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ

・　　・

レイヤ

ｻﾌﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ

ユーザデータ

サブフィールド

図５－１／ＪＴ－Ｘ３２

(CCITT X.32)

ＸＩＤフィールドの一般的構造

　ＸＩＤ情報フィールドは、いくつかのサブフィールドの組合せである。これらのサブフィールドは、ひ

とつのフォーマット識別子（ＦＩ）サブフィールド、いくつかのレイヤサブフィールドおよびひとつの

ユーザデータサブフィールドである。

　フォーマット識別子（ＦＩ）サブフィールドは、１オクテット固定長である。このフィールドは、１２

８通りのＩＳＯ標準フォーマットおよび１２８通りのユーザ定義フォーマットで使用できるように、符号

化されている。本標準のフォーマット識別子は、ＩＳＯ標準フォーマット識別子の１つである。ＦＩサブ

フィールドは、レイヤサブフィールドおよび／又はユーザデータサブフィールドがある場合に必要である。

ＦＩサブフィールドは、レイヤサブフィールドおよびユーザデータサブフィールドがない場合は、必要で

はない。このフォーマット識別子の符号化を、図５－２／ＪＴ－Ｘ３２に示す。

ビット位置

１２３４５６７８

０１０００００１

図５－２／ＪＴ－Ｘ３２

(CCITT X.32)

ＸＩＤフォーマット識別子サブフィールド

ＸＩＤ情報フィールド
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　レイヤサブフィールドは、リンクレイヤアドレスの決定とリンクレベルパラメータのネゴシエーション

を行う、ＸＩＤコマンドあるいはＸＩＤレスポンスの情報フィールドにも存在できる。

　ユーザデータサブフィールドは、ＸＩＤ相互交換中に転送すべきデータリンクユーザ情報を含む。この

データリンクユーザ情報は、データリンクを通して透過的に伝送し、データリンクのユーザに渡される。

ユーザデータのサブフィールドは、図５－３／ＪＴ－Ｘ３２に示す２つの要素で構成する。

　ユーザデータ

　識別子

　ユーザデータ

　フィールド

図５－３／ＪＴ－Ｘ３２

(CCITT X.32)

ユーザデータサブフィールド

　ユーザデータ識別子要素は、ユーザデータサブフィールドとしてのサブフィールドを識別する。この符

号化を図５－４／ＪＴ－Ｘ３２に示す。

ビット位置

１２３４５６７８

１１１１１１１１

図５－４／ＪＴ－Ｘ３２

(CCITT X.32)

ユーザデータ識別子要素

　ユーザデータフィールドの長さは、ユーザデータ識別子とＸＩＤフレームのフレームチェックシーケン

スにはさまれたオクテットの数である。ユーザデータフィールド要素は、識別プロトコル要素、７章で記

述するオプショナルユーザファシリティ（表７－１／ＪＴ－Ｘ３２参照）を含む。

　本標準では、ユーザデータサブフィールドは、ＸＩＤコマンドフレームでかつ切断フェーズのみで使用

する。

　ＸＩＤコマンドフレームの情報フィールド・フォーマットを、図５－５／ＪＴ－Ｘ３２に示す。

ユーザデータサブフィールド
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ビット位置
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

オクテット１   ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １

  

 フォーマット識別子

２   １ １ １ １ １ １ １ １  ユーザデータ識別子

３
     ユーザデータ

     フィールド

ユーザデータ

サブフィールド

図５－５／ＪＴ－Ｘ３２

(CCITT X.32)

ＸＩＤ情報フィールド・フォーマット

5.3.3　識別とオプショナルユーザファシリティのためのＸＩＤ手順

5.3.3.1　概　要

　ＤＴＥ／ＤＣＥは、受信したＸＩＤコマンドに対して動作が不可能と判断する場合、このＸＩＤコマン

ドが実装されていないとみなし、ＪＴ－Ｘ２５に示す動作を行う（ＪＴ－Ｘ２５の 3.4.4.2 節および

3.4.4.4 節参照）。

　ＤＴＥ／ＤＣＥは、受信したＸＩＤコマンドに対して動作が可能と判断する場合、このコマンドを処理

し確認応答を行う。この確認応答は、いかなるフェーズ（切断フェーズまたは情報転送フェーズ）におい

ても、受信したＸＩＤコマンドのＰビットと同じ値のＦビットを持つＸＩＤレスポンスの転送により行う。

ＤＣＥおよびＤＴＥは、ＸＩＤコマンドフレームのＰビットを１に設定する。

　本標準では、ユーザデータサブフィールドは、切断フェーズのＸＩＤコマンドでのみ使用する。ＤＣＥ

は、ＸＩＤレスポンス受信時、および／又は情報転送フェーズ中のＸＩＤレスポンス受信時に、ユーザ

データサブフィールドを無視する。

　ＤＴＥ／ＤＣＥは、ＸＩＤコマンドを転送するときに、タイマＴ１を起動する。送信したＸＩＤコマン

ドのＰビットと同じ値のＦビットを持つＸＩＤレスポンスの受信時、タイマＴ１を停止する。

　ＤＴＥ／ＤＣＥは、ＸＩＤレスポンス（送信したＸＩＤコマンドのＰビットと同じ値のＦビットを持

つ）の受信前にＴ１タイムアウトとなる場合、ＸＩＤコマンドを再送し、タイマＴ１を再起動する。ＤＴ

ＥあるいはＤＣＥによるＸＩＤコマンドの転送確認までの最大試行回数は、Ｎ２で定義する。

5.3.3.2　ＸＩＤフレームを使用した、識別、認証およびオプショナルユーザファシリティの選択

　ＤＴＥ／ＤＣＥによるＸＩＤレスポンスの受信は、ＤＣＥ／ＤＴＥが、対応するＸＩＤコマンドを正し

く受信したことのみを示す。ＤＣＥ／ＤＴＥがＤＴＥ／ＤＣＥに識別プロトコル要素またはファシリティ

要素を転送する場合、ＸＩＤコマンドによりそれらの要素を転送する。

　ＸＩＤ交換による識別／認証、および／又はオプショナルユーザファシリティ選択が成功した後、通常

のＬＡＰＢ手順により（5.4.1 節参照）データリンクを確立する。これらが成功しない場合、交換アクセス

パスを切断する（5.4.2 節参照）。

　ＤＴＥ識別、および／又はＤＣＥ識別は、リンクレイヤまたは交換アクセスパスを切断するまで、有効

である。

～～～～
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5.4　リンク設定および切断

5.4.1　リンク設定

　ＤＴＥダイヤルイン動作の場合、ＤＴＥがリンク設定を開始する。また、ＰＳＰＤＮダイヤルアウト動

作の場合、ＤＣＥがリンク設定を開始する。ＤＴＥダイヤルイン動作の場合、ＤＣＥがリンク設定を開始

することがある。同様に、ＰＳＰＤＮダイヤルアウト動作の場合、ＤＴＥリンク設定を開始することがあ

る。

　ＤＣＥ／ＤＴＥは、ＸＩＤフレームによる識別手順を実行中に、非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭ）コ

マンドまたは拡張非同期平衡モード設定（ＳＡＢＭＥ）コマンド（もし提供している場合）を受信する場

合、ＤＴＥ／ＤＣＥが識別手順の完了を望んでないと判断する。このとき、ＤＴＥ／ＤＣＥはリンク設定

を開始するか、リンクおよび交換アクセスパスを切断することがある。これは、ＤＣＥ／ＤＴＥが識別手

順の完了を必須とするか否かに依存する。

　ＤＣＥ／ＤＴＥは、ＳＡＢＭ／ＳＡＢＭＥコマンドを送信した後、ＵＡレスポンスを受信するまでの間、

ＪＴ－Ｘ２５の 3.4.4.1 節に記述されているように、ＳＡＢＭ／ＳＡＢＭＥ、切断（ＤＩＳＣ）、非番号制

確認（ＵＡ）、および切断モード（ＤＭ）を除くいかなるフレーム（ＸＩＤも含む）も廃棄する。

5.4.2　切　断

　ＤＣＥは、交換アクセスパスを切断する必要があり、かつリンクがまだ切断フェーズでない場合は、ま

ずリンクを切断する。

5.5　半二重動作

　図５－６／ＪＴ－Ｘ３２に、半二重回線を使用しＰＳＴＮ上で動作する拡張ＬＡＰＢ用の半二重伝送モ

ジュール（ＨＤＴＭ）を示す。２つのＬＡＰＸモジュールが回線の方向を制御する際に使用する信号を記

述する。

　ＨＤＴＭの動作開始以前に、適切なＰＳＴＮ呼制御手順により物理的な回線を設定する。交換アクセス

パスを設定したＤＴＥあるいはＤＣＥのＨＤＴＭが優先的に送信権を持つ。交換アクセスパスを設定した

ＤＴＥあるいはＤＣＥは、“起呼ＤＴＥ／起呼ＤＣＥ”である。他方のＤＴＥあるいはＤＣＥは、“被呼

ＤＴＥ／被呼ＤＣＥ”である。
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図５－６／ＪＴ－Ｘ３２

(CCITT X.32)

ＨＤＴＭを付加したＬＡＰＢに基づくＰＳＴＮアクセスのためのリンクレイヤ

5.5.1　送信権

　ＨＤＴＭは、ＤＴＥおよびＤＣＥ間での半二重回線の相互使用を制御する。ＨＤＴＭは、リモートＨＤ

ＴＭと信号を交換し、ＬＡＰＢと相互に動作し、物理レベルに指示を与える。ＨＤＴＭはいつ送信権を放

棄するかを決定する。

　アイドルチャネル状態およびフラグを信号として用いることにより、ＤＴＥおよびＤＣＥ間の、送信権

の変更を行う。物理接続を設定したＤＴＥあるいはＤＣＥが先に送信権を持つ。このＤＴＥあるいはＤＣ

Ｅは、フレーム送信終了時に、アイドルチャネル状態を送出する。回線を反転させた後、他方のＤＴＥ／

ＤＣＥは、送信フレーム発生まで、送信権の取得を確認するフラグを送信する。送信権を放棄したＤＴＥ

あるいはＤＣＥが、ある一定時間に確認を受信しない場合には、フラグを送出することによって、再び送

信権を獲得することがある。

　注－送信フレームがない場合は、送信権の取得と放棄の間に、最小信号として少なくとも５つのフラグ

を送出する。

　本標準におけるアイドルチャネル状態の意味は、勧告Ｘ．２５の意味とは異なる。従って、Ｔ３タイマ

は半二重動作には適用しない。

　アイドルチャネル状態の検出に代わるオプションの方法は、キャリアオフ検出を送信装置が送信権を放

棄した信号として使用することである。また、フラグ検出に代わるオプションの方法は、キャリアオン検

出をリモート装置が送信権を受入れた信号として使用することである。この代替的な方法は、回線上の過

渡的なエラーから確実に保護できるモデムを用いる場合のみで用いる。

　物理レイヤが、接続の切断を検出できない場合、ある一定時間動作のない状態を検出しリンクを切断す

る手順をオプションとして用いる。

拡

張

Ｌ

Ａ

Ｐ

Ｂ

拡

張

Ｌ

Ａ

Ｐ

Ｂ

ＤＴＥ
（パケットレイヤへ）

（物理レイヤへ）（物理レイヤへ）

レイヤ／サブレイヤ間通信

レイヤ／サブレイヤ内通信

フレーム

信号送信権

ＤＣＥ
（パケットレイヤへ）

ＬＡＰＢ

ＨＤＴＭ

ＬＡＰＢ

ＨＤＴＭ



- 33 - ＪＴ－Ｘ３２

5.5.2　レイヤ関係

　半二重動作のためのＬＡＰＢを修正する際には、変更は最小限に止められる。しかし、半二重手順のあ

るフェーズの間ＨＤＴＭがＬＡＰＢのフレーム送信を禁止する機能が必要である。この機能上の要求を実

現する手順は、本標準では定義しない。

　ＬＡＰＢ、ＨＤＴＭおよび物理レイヤ間の論理的な関係を、図５－７／ＪＴ－Ｘ３２に示す。

図５－７／ＪＴ－Ｘ３２

(CCITT X.32)

レイヤ関係

5.5.3　状態定義

　送信権を保持するために用いる手順を記述するために、５つのＨＤＴＭの状態を定義する。

5.5.3.1　アイドル状態（状態０）

　ＤＴＥ／ＤＣＥは非活性状態にある。この状態は、交換アクセスパスの確立以前の初期状態および交換

アクセスパス終了後の最終状態である。

5.5.3.2　半二重送信状態（状態１）

　ＤＴＥ／ＤＣＥは半二重送信状態にある。ＬＡＰＢにより生成される全信号は物理レイヤに渡される。

起呼ＤＴＥ／ＤＣＥは交換アクセスパスを確立した後、この状態に入る。

5.5.3.3　受信待ち状態（状態２）

　ＤＴＥ／ＤＣＥは、リモートＤＴＥ／ＤＣＥが半二重送信状態に入ったという指示を待つ。ＬＡＰＢに

より生成されるいかなる信号も物理レイヤには渡されない。

5.5.3.4　半二重受信状態（状態３）

　ＤＴＥ／ＤＣＥは半二重受信状態にある。ＬＡＰＢにより生成されるいかなる信号も物理レイヤには渡

されない。リモートＤＣＥ／ＤＴＥは半二重送信状態にあると見なされる。被呼ＤＴＥ／ＤＣＥは、交換

アクセスパスが確立された後、この状態に入る。

ＬＡＰＢ

ＨＤＴＭ

物理レイヤ



ＪＴ－Ｘ３２ - 34 -

5.5.3.5　送信待ち状態（状態４）

　ＤＴＥ／ＤＣＥは、リモートＤＣＥ／ＤＴＥにフレームを送信するために物理レイヤが利用可能である

という指示を待つ。フラグおよびアイドルチャネル状態、放棄信号が物理レイヤに渡されるが、フレーム

送信は禁止である。

5.5.4　タイマＸＴ１

　タイマＸＴ１は、リモートＤＴＥ／ＤＣＥが送信権の獲得に明らかに失敗したときの回復動作に使用す

るため、定義する。この回復過程の間、競合状態を避けるために、被呼および起呼ＤＴＥ／ＤＣＥは、異

なった値のタイマＸＴ１を用いる。起呼ＤＴＥ／ＤＣＥは値ＸＴ１ａを用い、被呼ＤＣＥ／ＤＴＥは値Ｘ

Ｔ１ｂを用いる。

　ＸＴ１ａ及びＸＴ１ｂの値はシステムパラメータである。

5.5.5　カウンタＸＣ１

　カウンタＸＣ１はオプションであり、接続が切断されたことを判断するときに使用するため、定義する。

ＤＴＥ／ＤＣＥが、送信権を与えられるか、あるいは送信権を獲得し、かつ、フレームあるいは少なくと

も５つのフラグを受信しない場合に、ＸＣ１カウンタを加算する。本カウンタは、カウンタ値が０よりも

大きな値であり、かつフラグあるいはフレームを受信する場合に、減算する。カウンタの値があるレベル

に達するとき、交換呼が切断されたと見なす。この切断レベルの最小値は４である。

5.5.6　状態遷移図および記述

　図５－８／ＪＴ－Ｘ３２の状態遷移図に、送信権を制御するためにＨＤＴＭが用いる手順を示す。各々

の楕円内の数字は、状態参照番号である。ＬＡＰＢとＨＤＴＭ間の相互動作、ＨＤＴＭと物理レイヤの相

互動作、リモートＨＤＴＭからの信号、およびＨＤＴＭ内のタイムアウトにより、状態は遷移する。
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図５－８／ＪＴ－Ｘ３２

(CCITT X.32)

状態遷移図

5.5.7　モデムインタフェースで使用する用語で表現した状態定義

　例として、Ｖシリーズモデムインタフェースを持つＨＤＴＭを使用する際には、以下の状態定義が可能

である。

5.5.7.1　アイドル状態（状態０）

　回路１０７がオフである。回路１０５がオフである。ＬＡＰＢはフレームの送信が禁止され、かつ回路

１０３から切断されている。

5.5.7.2　半二重送信状態（状態１）

　回路１０５、回路１０６、および回路１０７がオンである。ＬＡＰＢは回路１０３に接続されフレーム

の送信が可能である。

確認受信 送信権受信

送信権獲得

あらゆる状態
からのリセット

受信 DTE/DCE
による切断

１
半二重送信状態

確認送信送信権送信

送信 DTE/DCE
による切断

起呼 DTE/DCE
初期化

被呼 DTE/DCE
初期化

４
送信待ち状態

２
受信待ち状態

０
アイドル状態

３
半二重受信状態
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5.5.7.3　受信待ち状態（状態２）

　回路１０７がオン、回路１０５がオフである。ＬＡＰＢはフレームの送信が禁止され、回路１０３から

切断されている。回路１０３は、２進“１”状態に保持されている。タイマＸＴ１は動作中である。

5.5.7.4　半二重受信状態（状態３）

　回路１０７がオン、回路１０５がオフである。ＬＡＰＢはフレームの送信が禁止され、回路１０３から

切断されている。回路１０３は、２進“１”状態に保持されている。

5.5.7.5　送信待ち状態（状態４）

　回路１０７および回路１０５がオンであり、回路１０６がオフである。ＬＡＰＢは回路１０３に接続さ

れているが、フレームの送信は禁止されている。

5.5.8　モデムインタフェースで使用する用語で表現した状態遷移表

　表５－３／ＪＴ－Ｘ３２に、Ｖシリーズモデムインタフェースに関して状態遷移を引起こす事象および

その結果起こる動作を示す。
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表５－３／ＪＴ－Ｘ３２

(CCITT X.32)

Ｖシリーズモデムインタフェースにおける状態遷移記述

遷　　　移　　　名

現在の状態
事　　　象 動　　　作

新しい状態

０ 起呼 DTE/DCE 初期化 ４

アイドル

状　態

起呼 DTE/DCE ：回路 107 オン 回路 105 をオンにする：

LAPB を回路 103 に接続

送信待ち

状　態

０ 着呼 DTE/DCE の初期設定 ２

アイドル

状　態

被呼 DTE/DCE ：回路 107 オン タイマ XT1 を起動 受信待ち

状　態

１ 送　信　権　送　信 ２

半二重送信

状　態

送信終了（注１） LAPB フレームの送信を禁止

LAPB を回路 103 より切断

回路 103 を２進“１”状態に保

持する。回路 105 をオフにする

（注２）

タイマ XT1 の起動

受信待ち

状　態

１ 送信 DTE/DCE　切断 ０

半二重送信

状　態

LAPB が切断フェーズに入った 回路 105 および 107 をオフにす

る

アイドル

状　態

２ 確　認　受　信 ３

受信待ち

状　態

フラグ受信あるいはキャリヤの

オン検出（注３）

タイマ XT1 を停止 半二重受信

状　態

２ 送　信　権　獲　得 ４

受信待ち

状　態

タイマ XT1 の終結 回路 105 をオンにする

回路 103 の２進“１”状態から

の解放

LAPB を回路 103 に接続

送信待ち

状　態

３ 送　信　権　受　信 ４

半二重受信

状　態

15 の連続する１ビットあるいは

キャリヤのオフ検出

（注４および注５）

回路 105 をオンにする

回路 103 の２進“１”状態から

の解放

LAPB を回路 103 に接続

送信待ち

状　態

３ 受信 DTE/DCE の切断 ０

半二重受信

状　態

LAPB が切断フェーズに入った 回路 107 をオフにする アイドル

状　態

４ 確　認　送　信 １

送信待ち

状　態

回路 106 オン LAPB フレームを送信可能とす

る（注６）

半二重送信

状　態

あらゆる状態からのリセット ０

全　て
回路 107 オフ LAPB フレームの送信を禁止

（回路 105 をオフにする）

アイドル

状　態
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　注１－ＨＤＴＭは、ＬＡＰＢモジュールによる送信が以下に示すいずれかにより終結したと判断しても

よい。

－状態１の間回路１０３上で連続するフラグをカウントする。

－タイムアウト。

－その他からの信号（例えば高位レベルから）。

しかし、状態１の間送信するフレームがない時、状態２に入る前の状態１の状態で少なくとも５

未満の連続するフラグを送信する。

　注２－２進“１”状態が回路１０３上で確立された後、１５ビット相当時間まで、回路１０５はオフに

しないよう要求される。これはリモートＤＴＥ／ＤＣＥに対するアイドルシーケンスの送信を保

証するためである。

　注３－回路１０９がオンになるものと理解される。状態３への遷移は、実装オプションとしてこの状態

に依存する。

　注４－リモートＤＴＥ／ＤＣＥによるアイドルチャネル状態シーケンスの送信の有無に拘わらず、ＤＴ

Ｅ／ＤＣＥは、回路１０９がオフになった後にアイドルチャネル状態を検出すると認識される。

何故ならば、勧告Ｖ．２４の 4.3 節に従って、回路１０４を２進“１”状態に保持するからであ

る。

　注５－回路１０９がオフになるものと理解する。状態４への遷移は、実装オプションとしてこの状態に

依存する。

　注６－少なくとも１つの完全なフラグが、回路１０６がオンになった後に送信されることを保証する必

要がある。このフラグは最初のフレームの開始フラグであってもよい。

5.5.9　ターンアラウンド・チェックポイント再送

　半二重回線を使用している場合、以下に示す“ターンアラウンド・チェックポイント再送”と呼ぶ追加

機能の実装によりＬＡＰＢ手順の効率を改善することができる。

　－ＤＴＥ／ＤＣＥが送信権を渡す（すなわち、図５－８／ＪＴ－Ｘ３２の状態１から状態２に移る）前

に、送信権を得る前の状態３（半二重受信状態）の間受信し受入れた全てのフレームに対する確認応

答を返す。

　－ＤＴＥ／ＤＣＥが送信権を得る（すなわち、状態３から状態４に移る）あるいは送信権を獲得する

（すなわち、図５－８／ＪＴ－Ｘ３２の状態２から状態４に移る）場合、このＤＴＥ／ＤＣＥは、確

認応答のない全てのＩ－フレームを最初に再送する。

5.5.10　ターンアラウンド・チェックポイント追加手順を持たないＤＴＥ／ＤＣＥとの相互動作

　上記手順は、上記追加機能を実装したＤＴＥ／ＤＣＥとそれらを実装していないＤＣＥ／ＤＴＥとの間

での相互動作を可能とする。

　この場合、以下に示すことにより、手順の効率を改善できる。

　－ターンアラウンド・チェックポイント再送を実装したＤＴＥ／ＤＣＥは、存在する場合は、送信シー

ケンスの最新のＲＲフレームを、適切なＮ（Ｒ）を持つＲＥＪフレームに置換える。

　－ターンアラウンド・チェックポイント再送を実装していないＤＴＥ／ＤＣＥは、直前の受信状態中に

正しく受信された全てのフレームの確認応答を、送信中に行う。



- 39 - ＪＴ－Ｘ３２

６．パケットレイヤ

6.1　適用範囲

　パケットレイヤのフォーマットおよび手順は、勧告Ｘ．２５の３、４、５、６および７章の記述ならび

にＪＴ－Ｘ２５の４章のほかに、本標準の６章および７章の記述に従う。

　パケットレイヤで行なう識別や認証では、物理レイヤおよび／又は、リンクレイヤで障害を検出したと

き、ＤＴＥおよびＤＣＥの識別子の識別あるいは認証を中止する。

　ＤＴＥは、交換アクセスパス確立およびリンク設定を行なった直後に、オンラインファシリティ登録の

ために登録手順を使用してもよい。

6.2　ＤＴＥ識別および／又はＤＣＥ識別、並びにオプショナルユーザファシリティの転送のための登録

パケットの使用

　この登録手順は、パケットレイヤでのＤＴＥ識別およびＤＣＥ識別に使用できる。ＤＴＥからＤＣＥに

対して識別プロトコル要素を転送するとき、登録要求パケットを使用する。ＤＣＥからＤＴＥに対して識

別プロトコル要素を転送するとき、登録確認パケットを使用する。

　ＤＣＥ識別のために登録パケットを使用する場合、ＤＣＥ自身の識別の機会をＤＣＥに与えるため、Ｄ

ＴＥは登録要求パケットを送信する必要がある。

　ＤＣＥ識別を登録手順に従って行う場合、識別プロトコルの完了後にＤＣＥは登録確認パケットを送信

し登録手順を完了する。ＤＣＥ識別が失敗した場合、ＤＣＥ識別の再試行を許容する場合、ＤＣＥは登録

確認パケットに識別プロトコル要素を含めることがある。

　識別プロトコルを用いて、ＤＴＥ識別およびＤＣＥ識別を同時に行なうことがある。この場合、１つの

登録パケットが同時に、両方向の識別要素を送信する。

　ＤＴＥは登録パケットで、オプショナルユーザファシリティを指定することがある。識別プロトコル要

素およびファシリティについては、7.2 節に記述する。

　登録要求パケットまたは登録確認パケットを用いて、識別および／又はオプショナルユーザファシリ

ティを行なうとき、プロトコル要素および／又はファシリティ（7.3 節参照）を登録フィールドに設定し

て送信する。

　登録パケットを用いて、識別ファシリティ転送およびオンラインファシリティネゴシエーションを同一

パケットで行うことがあるが、このとき 7.1.2 節以下の制約をうける（勧告Ｘ．２５の 7.3 節参照）。

6.3　呼設定パケットのＮＵＩ選択ファシリティを使用するＤＴＥの識別と認証

　呼設定パケットのＮＵＩ選択ファシリティは、バーチャルコール毎のＤＴＥ識別に使用できる。また、

本ファシリティはバーチャルコール設定前のＤＴＥ識別方法の１つに加えて使用できる。このＮＵＩ識別

は、該当バーチャルコールの存続中に有効であり、かつ同一インタフェース上で以前に行なった全てのＮ

ＵＩ識別とは独立である。交換アクセスパスを切断せずに引き継いで呼設定を要求する場合、同一インタ

フェース上の既存のＤＴＥサービスを受けるか、ＮＵＩ識別によるＤＴＥサービスを受ける。

　ＮＵＩ選択ファシリティパラメータは、ＤＴＥ識別子として網がＤＴＥに割り当てたユーザ識別子とパ

スワードの組合せ、または網がＤＴＥに割り当てたパスワードのみの何れかを含むことがある。ＮＵＩ選

択ファシリティの動作は次のとおりである。
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　 (1) 　バーチャルコール設定前のＤＴＥ識別方法を用いてＤＴＥ識別子を確立したとき、ＮＵＩ加入、

および／又は、ＮＵＩオーバライドファシリティを網が設定しているならば、ＮＵＩ選択ファシリ

ティを使用してもよい。この場合、ＮＵＩ選択ファシリティは勧告Ｘ．２５（Ｘ．２５の 6.21 節参

照）で記述する手順を用いる。

　 (2) 　バーチャルコール設定前の識別方法を用いてＤＴＥ識別子を確立せず、ＮＵＩ選択ファシリティ

を使用するとき、識別ＤＴＥサービス（3.4 節参照）を選択する（網によって提供されている場

合）。

　このとき、次の２つの場合が可能である。

(a) 　ＮＵＩオーバライドファシリティを網が設定している場合

　正しいＮＵＩを含む発呼要求パケットを送信するとき、そのＮＵＩにより識別するＤＴＥが

登録し、かつそのＮＵＩに対応する特性を該当のバーチャルコールに適用する。

(b) 　ＮＵＩオーバライドファシリティが網によって設定されていない場合

　正しいＮＵＩを含む発呼要求パケットを送信するとき、デフォルトＸ．２５加入セットを該

当バーチャルコールに適用する。

(a)　および(b)の両者の場合、ＮＵＩはバーチャルコールの存続中のみ有効である。

７．手順、フォーマットおよびファシリティ

7.1　識別プロトコル

7.1.1　プロトコル要素

　識別プロトコルは、１対以上のメッセージにより、識別情報および認証情報を交換する。このプロトコ

ルに関する二者を、判定側と申告側と呼ぶ。

　次の２つのセキュリティオプションを定義する。１つは、セキュリティグレード１として、記述する基

本オプションであり、もう１つは、セキュリティグレード２として、記述する拡張オプションである。識

別情報および認証情報を、以下のプロトコル要素に符号化する。

　 (a) 　識別子要素（ＩＤ）は、申告側のＤＴＥ識別子あるいはＤＣＥ識別子（2.2.1 節および 2.2.2 節参

照）を表すオクテット列である。

　 (b) 　署名要素（ＳＩＧ）は、識別の認証に使用するオクテット列である。

　ＳＩＧは、識別を割り当てる電気通信事業者により、一定期間の割当あるいは適時変更を受ける

ことがある。例えば、ＳＩＧは、パスワードまたは申告側の識別子要素（ＩＤ）を暗号化した結果

であってもよい。

　 (c) 　乱数要素（ＲＡＮＤ）は、各識別交換毎に生成するオクテット列である。

　これは、オプションであるセキュリティグレード２でのみ使用する。

　 (d) 　申告側の署名付応答要素（ＳＲＥＳ）は、判定側によるＲＡＮＤプロトコル要素に対する応答で

ある。

　これは、オプションであるセキュリティグレード２でのみ使用する。

　 (e) 　診断要素（ＤＩＡＧ）は、識別処理の結果であり、識別処理の終了時に、判定側が送信する。

　以上の各要素のフォーマットを、7.3 節に記述する。
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　識別子要素、署名要素、乱数要素の値の大きさは、以下の記述するいくつかの要因に依存し、具体的な

値は網に依存する。

　 (a) 　ＤＴＥ識別子に対する認証か、あるいは、ＤＣＥ識別子に対する認証か

　 (b) 　セキュリティのグレード

　 (c) 　識別方法

　 (d) 　演算技術における改善可能性

　 (e) 　ＰＳＰＤＮが、ＤＴＥ識別子を直接割り当てるか、あるいは、事前取り決めによりＰＳＮあるい

は他の電気通信事業者が割り当てたＤＴＥ識別子を採用するか

7.1.2　識別プロトコル手順

　識別プロトコル手順では、最初に申告側がメッセージを転送する。次に、判定側がメッセージを転送す

る。セキュリティグレード１では、ＩＤ[,ＳＩＧ] 要素およびＤＩＡＧ要素を相互に１回交換する。セ

キュリティグレード２では、ＲＡＮＤ要素およびＳＲＥＳ要素をさらに相互に交換し、より高度なセキュ

リティを提供する。

　注－セキュリティグレード１および２では、判定側がＳＩＧ要素を要求しない場合は、申告側はＳＩＧ

の送出を省略することがある。判定側がＳＩＧ要素を要求しない場合には、判定側では、ＳＩＧ要

素をエラーとみなさない。

　識別プロトコル要素は、ＸＩＤコマンドフレームのシーケンス、あるいは、登録パケットのシーケンス

により、両者間で転送する。網は、セキュリティ交換の１つ、あるいは両者の方法を提供することがある。

しかし、識別交換は、必ず１つの方法により、完結しなければならない。

　識別プロトコルでは、ＤＴＥ識別およびＤＣＥ識別の両者は、同時に使用することがある。この時、登

録パケットあるいはＸＩＤフレームは、両方向の識別要素を同時に運ぶ。

　識別プロトコルを用いて確立した識別は、交換アクセス中を通じて適用する。すなわち、ＤＴＥ／ＤＣ

Ｅ識別子の受け入れを表示したＤＩＡＧ要素が送信された場合には、交換アクセスパスを切断後でなけれ

ば、その申告側を識別するために識別プロトコルを再使用することができない。

　識別プロトコルが失敗した場合、すなわち、ＤＩＡＧ要素がＤＴＥ／ＤＣＥ識別子の拒否を表示すると

き、判定側は交換アクセスパスを切断する。セキュリティグレード１の場合で、網が判定側であるときは、

交換アクセスパスを切断する前に、網は識別プロトコルの再試行を最大３回まで許可できる（すなわち、

ＤＩＡＧ要素は、ＤＴＥ／ＤＣＥ識別子の拒否を示す）。セキュリティグレード２の場合で、網が判定側

であるときは、網は識別プロトコルの試行を１回しか許容しない。

　申告側あるいは判定側としてのＤＣＥの動作については、付属資料Ｉに記述する。

　特定の交換アクセスに適用するセキュリティグレードは、電気通信事業者によるＤＴＥ加入時により決

定し、呼毎にネゴシエーションできない。全ての網が両者のセキュリティオプションを提供できるとは限

らない。ある種のオプション機能の使用は、特定のセキュリティグレードに限定される。確実で安全なＤ

ＴＥ識別は、交換アクセスパスの、特にＰＳＰＤＮダイヤルアウト動作中の、セキュリティに制限される。

　最初の識別を相手が行うことを両者が互いに待合う状態を避けるため、以下の記述に従う。

　 (a) 　各々が、可能であり望ましい場合、できるだけ早い機会に、識別子を送信する。しかし、被呼側

は、起呼側の識別が完全に終わるまで、自身の識別子を送信することは要求されない。

　 (b) 　起呼側が識別子を送信しない場合、被呼側は識別を必要としないサービスを選択するか、あるい

は交換接続を切断する。
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　セキュリティグレード１は、図７－１／ＪＴ－Ｘ３２に示すように、一対のメッセージを含む。最初に、

申告側は、識別子要素（ＩＤ）と、必要な場合は、署名要素（ＳＩＧ）を送信する。判定側は、診断要素

（ＤＩＡＧ）で応答する。

図７－１／ＪＴ－Ｘ３２

(CCITT X.32)

セキュリティグレード１

　図７－２／ＪＴ－Ｘ３２に示すように、セキュリティグレード２は、申告側からの最初の応答（ＩＤ［,

ＳＩＧ］）が有効であれば、追加認証の交換を行う。ＩＤが、判定側の未知の識別子である場合、または

判定側が要求したＳＩＧ要素が存在しない場合あるいは要求した識別子と対応しない場合、誤りを示す診

断要素（ＤＩＡＧ）を送出し、アクセスパスを切断する。ＩＤ［,ＳＩＧ］が有効の場合、判定側は、乱数

要素（ＲＡＮＤ）を生成し送信し、申告側はこれを暗号化し、署名付応答要素（ＳＲＥＳ）として返送す

る。次に、判定側は、このＳＲＥＳを複合化し、この結果がＲＡＮＤと一致する場合、有効を示す診断要

素（ＤＩＡＧ）を申告側に送出し、識別処理を完了する。ＳＲＥＳの複号化の結果が、ＲＡＮＤと一致し

ない場合、誤りを示す診断要素（ＤＩＡＧ）を送出し、アクセスパスを切断する。

　注－網がＤＴＥのパブリックキーを保持しない場合、ＳＩＧをパブリックキーとして、およびＤＴＥの

特徴を示す他の情報として、使用できる（例えば、セキュリティレベル２の表示に用いられる）。

ＤＴＥのプライベートキーは、ＳＩＧ情報には含まない。機密度を増すために、網のプライベート

キーによって、この情報は暗号化できる。

　オンラインファシリティ登録を識別と同時に行う場合、ＤＴＥはＳＲＥＳを含むパケットでのみ行う。

ＳＲＥＳの前に、オンラインファシリティ登録を行うとき、網は、ローカル手順誤りの原因符号により拒

否する。

申告側判定側
ID[,SIG]

DIAG
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　注－図で示す交換は、最初のＩＤ [, ＳＩＧ] メッセージが正しい場合である。

図７－２／ＪＴ－Ｘ３２

(CCITT X.32)

セキュリティグレード２

7.1.3　識別プロトコルフォーマット

　識別プロトコル要素のフォーマットは、勧告Ｘ．２５の６章、７章に従い、本標準の 7.3 節で定義する。

各要素は、登録パケットおよびＸＩＤフレームで同一に符号化する。

7.2　オプショナルユーザファシリティ手順

7.2.1　セキュアダイヤルバックファシリティ

　ＤＴＥダイヤルイン動作およびＰＳＰＤＮダイヤルアウト動作の両者を実装する網は、ある一定期間合

意されたオプショナルユーザファシリティとして、ダイヤルバック手順を提供することがある。本ファシ

リティに加入した場合、ＤＴＥダイヤルイン動作にＰＳＰＤＮダイヤルアウト動作を付加することにより、

ＤＣＥは、ＤＴＥがＤＴＥ識別子を網に通知するときに、付加的な保護を提供する。本手順は、カスタマ

イズＤＴＥサービスにおいて、ＤＴＥが、ＤＴＥダイヤルイン動作を使用し、自己識別し、切断すること

を許容する。セキュリティは、識別プロトコルの識別子要素と登録ＰＳＮ番号へのＰＳＰＤＮダイヤルア

ウトを使用することにより達成される。網は、ＤＴＥに対してダイヤルバックするため、ＰＳＰＤＮダイ

ヤルアウト動作時にその登録ＰＳＮ番号を使用する。ＤＣＥは自己識別を行い、ＤＴＥも再度自己識別を

行う。網は、このセキュアダイヤルバックファシリティの使用を、ＤＴＥの特定の動作時間に制限する付

加機能を提供することがある。

　セキュアダイヤルバックのセキュリティのグレードは、交換アクセス呼毎にネゴシエーションできない。

これは、識別子の一つの側面であり、識別子を定義する電気通信事業者への事前登録時にその値を設定す

る。

申告側判定側
ID[,SIG]

SRES

RAND

DIAG
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　ＤＴＥダイヤルイン動作時に、ＤＣＥがＤＴＥを正しく識別した後、ＤＣＥは、ＤＴＥに対して、識別

プロトコルの診断要素により、ダイヤルバック確認要求を送出する。続いて、ＤＴＥおよび網は、必要で

あれば、リンクを切断し、さらに、出来るだけ早く交換アクセスパスを切断する。この後、網は、ＰＳＰ

ＤＮダイヤルアウト動作により、すみやかにＤＴＥに対してダイヤルバックを起動する。

　ＤＴＥダイヤルイン動作時に、ＤＣＥがダイヤルバック実行を不可能と判断する場合、ＤＣＥは、ＤＴ

Ｅに対して、識別プロトコルの診断要素により、ダイヤルバック不可能を通知する。

　ＤＣＥが、ＤＴＥダイヤルイン動作時の交換アクセスパスを切断する場合、ＤＣＥタイマＴ１５を起動

する。続いて、ＤＣＥは、すみやかにＰＳＰＤＮダイヤルアウト動作を行う。タイマＴ１５のタイムアウ

ト時、ＤＣＥはＤＴＥへのダイヤルアウト動作を中止する。タイマＴ１５の値は、電気通信事業者との間

で、ある一定期間合意したシステムパラメータである。

　網がダイヤルアウトする場合、ＤＣＥは、識別プロトコルの診断要素に、ＤＴＥに対しての“ダイヤル

バック通知”を含める。

　ＤＴＥは、ＤＣＥからの予期しないダイヤルバックに対して、交換アクセスパスを切断してもよい。

7.2.2　テンポラリロケーションファシリティ

　テンポラリロケーションは、ＰＳＰＤＮからのダイヤルアウト呼を受ける登録ＤＴＥ用のＤＴＥ／ＤＣ

Ｅインタフェースに適用するオプショナルユーザファシリティである。

　本ファシリティは、ＤＴＥに対するＰＳＰＤＮダイヤルアウト動作時に、登録ＰＳＮ番号以外の交換ア

クセス番号を使用する場合に用いる。指定する交換アクセス番号は、ＰＳＮ番号計画に基づくＸ．１２１

フォーマットの番号である。

　注－Ｖ．２５および／又はＸ．２４が許容する付加数字、第二数字、第二発信音、またはダイヤル遅延

を扱う交換アクセス番号の拡張は、網のオプションである。

　更に、ＤＴＥは、本ファシリティを用いて、ＰＳＮの番号により着信する複数の期間を指定してもよい。

　本ファシリティにより指定しない場合、ＰＳＰＤＮダイヤルアウトで使用する番号は登録ＰＳＮ番号で

ある。

　代替番号は、“滞在開始”日時に有効となり、“滞在終了”日時に無効となる。

　テンポラリロケーションファシリティにより指定した期間を過ぎる場合、ＰＳＰＤＮダイヤルアウトで

使用する番号は、登録ＰＳＮ番号に戻る。

　テンポラリロケーションファシリティ指定により着呼するＤＴＥは、被呼ラインアドレス変更通知ファ

シリティを、接続完了パケット中に挿入しない。しかし、通常条件では接続完了パケットでの被呼ライン

アドレス変更通知ファシリティの使用は、勧告Ｘ．２５に従う。

7.3　識別プロトコル要素およびファシリティの符号化

7.3.1　概　要

　識別プロトコル要素およびファシリティの符号化のための一般原則は、勧告Ｘ．２５の 7.1 節の登録

フィールドの規定と同じである。勧告Ｘ．２５の 7.1 節における各ファシリティに関する記述は、本節に

適用しない。勧告Ｘ．２５の 7.1 節における登録要素に関する記述を、本節の識別プロトコル要素および

ファシリティに適用する。

7.3.2　識別プロトコル要素およびファシリティ符号フィールドの符号化

　表７－１／ＪＴ－Ｘ３２に、識別プロトコル要素とファシリティ符号の一覧、各々の符号化、本符号の

発信側（申告側もしくは判定側）を示す。



- 45 - ＪＴ－Ｘ３２

表７－１／ＪＴ－Ｘ３２＊

(CCITT X.32)

識別プロトコル要素およびファシリティ符号

識別要素あるいは 発　信　側 ビット位置

ファシリティ符号 申告側 判定側 ８　７　６　５　４　３　２　１

識別子要素 ○ １　１　０　０　１　１　０　０

署名要素 ○ １　１　０　０　１　１　０　１

乱数要素 ○ １　１　０　０　１　１　１　０

署名付応答要素 ○ １　１　０　０　１　１　１　１

診断要素 ○ ０　０　０　０　０　１　１　１

テンポラリロケーション －＊ －＊ １　１　０　１　０　０　０　０

7.3.3　識別プロトコル要素およびファシリティパラメータフィールドの符号化

7.3.3.1　識別子要素

　符号フィールドの次のオクテットは、パラメータフィールドの長さをオクテット数で示す。これに続く

オクテット列は、識別子要素を構成する。

7.3.3.2　署名要素

　符号フィールドの次のオクテットは、パラメータフィールドの長さをオクテット数で示す。これに続く

オクテット列は、署名要素を構成する。

7.3.3.3　乱数要素

　符号フィールドの次のオクテットは、パラメータフィールドの長さをオクテット数で示す。これに続く

オクテット列は、乱数要素を構成する。このオクテット列は、パラメータ長の次の第１オクテットのビッ

ト８が上位ビットで、最終オクテットのビット１が下位ビットである２進化符号である。乱数要素の有意

ビットの数がオクテットの整数倍でない場合は、オクテットの整数倍になるように最上位ビットの前にゼ

ロを付与する。

7.3.3.4　署名付応答要素

　符号フィールドの次のオクテットは、パラメータフィールドの長さをオクテット数で示す。これに続く

オクテット列は、署名付応答要素を構成する。このオクテット列は、ファシリティパラメータ長の次の第

１オクテットのビット８が上位ビットで、最終オクテットのビット１が下位ビットである２進化符号であ

る。署名付応答要素の有意ビットの数がオクテットの整数倍でない場合は、オクテットの整数倍になるよ

うに最上位ビットの前にゼロを付与する。

7.3.3.5　診断要素

　診断要素に関するパラメータフィールドの符号化を表７－２／ＪＴ－Ｘ３２に示す。
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表７－２／ＪＴ－Ｘ３２

(CCITT X.32)

診断要素に関するパラメータフィールドの符号化

ビット位置

８   ７   ６   ５   ４   ３   ２   １

識別確認／認証確認 ０   １   １   １   １   １   １   １

識別不成功または認証不成功（注１）

－  一般

－  付加

１   ０   ０   ０   ０   ０   ０   ０

１   ×   ×   ×   ×   ×   ×   ×

網輻輳（注２） ０   ０   ０   ０   ０   １   ０   １

識別使用中 ０   ０   ０   １   ０   １   １   １

ダイヤルバック通知（注３） ０   ０   １   １   １   １   １   １

ダイヤルバック時の網輻輳（注３） ０   ０   ０   １   １   ０   １   １

ダイヤルバック確認要求（注３） ０   ０   ０   １   １   １   １   １

　注１－ビット７から１は、保守の目的で使用する。

認証不成功の詳細を供給することにより、この情報を完全に規定しユーザに示すことはセキュリ

ティが低下する可能性を意味する。

　注２－このコールプログレス信号の変更は、勧告Ｘ．９６に従う。

　注３－セキュアダイヤルバックファシリティに関してのみ使用する（7.2.1 節参照）。

7.3.3.6　テンポラリロケーションファシリティ

　符号フィールドに続くオクテットは、パラメータフィールドの長さをオクテット数で示す。

　パラメータフィールドは、ＤＴＥが要求した、一つあるいは複数のテンポラリロケーションで構成する。

　各々のテンポラリロケーションは、最初の５オクテットが滞在開始日時を示す。次の５オクテットが滞

在終了日時を示す。滞在終了日時に続くオクテットは、交換アクセス番号のセミオクテット数を示す２進

化符号である。以降のオクテットが交換アクセス番号である。

　開始日時／終了日時は、世界標準時（ＵＴＣ）で表現する１０桁の１０進数であり、ＹＹＭＭＤＤｈｈ

ｍｍの形式を持つ。ＹＹは西暦の下２桁であり、ＭＭ、ＤＤ、ｈｈ、ｍｍはそれぞれ月、日、時、分であ

る。１０桁の１０進数は５オクテットにＢＣＤ符号化し、第１オクテットの８～５ビットに年の第１数字、

第５オクテットの４～１ビットが分の最終数字である。

　滞在開始日時が全てゼロの値を持つ場合、ＤＴＥからの即時開始の要求を意味する。

　滞在終了日時が全てゼロの値を持つ場合、ＤＴＥからの値変更まで（即ち永久に）交換アクセス番号を

有効とする要求を意味する。

　注－網は、滞在終了フィールドおよび／又は滞在開始フィールドに全てゼロを含めることを認めること

がある。その場合、テンポラリロケーションは１つに制限する。

　交換アクセス番号はセミオクテットの列として符号化する。各セミオクテットは、ＢＣＤの数字か、ま

たは２進１０１０～１１１１の範囲の特殊な値をとる。

　注－Ｖ．２５および／又はＸ．２４の機能を用いるために、特に第２発信音とダイヤル遅延を規定する

ために特殊な値を使用してもよい。

そのような使用は、網のオプションである。
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　交換アクセス番号が奇数個のセミオクテットを含む場合、その後のセミオクテットはゼロを含む。

　交換アクセス番号長がゼロの場合、ＤＴＥが利用不可能であることを意味する。

7.4　セキュリティグレード２方法

　セキュリティグレード２における認証方法は、装置の費用および演算時間を制約する不当なアクセスを

防ぐための暗号の使用を提供する。

　セキュリティグレード２のアルゴリズムの選択およびその使用は、網のオプションである。

7.5　ＤＣＥのタイマＴ１４

　ＤＣＥは、タイマＴ１４を提供することがある。その値は、ＤＴＥに通知する。

　タイマＴ１４のタイムアウト時、ＤＣＥは、リンクが接続されている場合、これを切断し、その後、交

換アクセスパスを切断する。

　タイマＴ１４は、交換アクセスパスが確立したときに起動する。タイマＴ１４は、ＤＴＥ識別が確立す

る場合、あるいは、ローカルＤＴＥに課金されないバーチャルコールが確立する場合に、停止する。後者

の場合で、割当済みの論理チャネルが１つもアクティブではないときは、タイマＴ１４を再起動する。

　タイマＴ１４の値は、網に依存する。

7.6　ＤＣＥタイマＴ１５

　タイマＴ１５はセキュアダイヤルバックファシリティに関連して用いる（7.2.1 節参照）。

　タイマＴ１５の値は、網に依存する。
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付属資料Ａ：セキュリティグレード１識別およびセキュリティグレード２識別に基づく

判定側ＤＣＥおよび申告側ＤＣＥの動作

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ３２に対する）

Ａ.1　序　文

　本付属資料は、セキュリティグレード１識別およびセキュリティグレード２識別に基づく判定側ＤＣＥ

および申告側ＤＣＥの動作について、記述する。ＤＣＥは、7.1.2 節に記述する識別手順を行う場合、本付

属資料の記述に従って動作する。

　注－識別プロトコルは対称であり、ＤＣＥが用いる手順と同一の手順を、ＤＴＥが使用するため、ＤＴ

Ｅの動作はＤＣＥに対して定めた動作と一対一に対応する。

　識別プロトコルは、一連の状態遷移図および対応する状態遷移表で表現する。

　本付属資料では、要素中のパラメータフィールドが識別確認、認証確認、ダイヤルバック確認要求ある

いはダイヤルバック通知（7.3.3.5 節参照）を意味する場合、そのＤＩＡＧ要素を、肯定ＤＩＡＧ要素とみ

なす。その他の場合は、否定ＤＩＡＧ要素とみなす。

Ａ.1.1　状態遷移図の記号の定義

　注１－各状態は、状態名および状態番号が書き込まれた楕円形によって示す。

　注２－各状態遷移は、矢印で示される。遷移の方向及び送信されるプロトコル要素は、矢印の横に示す。

付図Ａ－１／ＪＴ－Ｘ３２

(CCITT X.32)

Ａ.1.2　動作の定義

　各表において、判定側ＤＣＥおよび申告側ＤＣＥの動作を以下のように記述する。

正　常 ：正常なイベント。すなわち受信した識別要素を、7.12 節の記述に

従って処理する。

廃　棄 ：受信メッセージを廃棄する。

ＲＡＮＤ ：ＲＡＮＤ要素を送信する。

肯定ＤＩＡＧ ：肯定ＤＩＡＧ要素を送信する。

否定ＤＩＡＧ ：否定ＤＩＡＧ要素を送信する。

ＩＤ [, ＳＩＧ] ：ＩＤ [, ＳＩＧ] 要素を送信する。

ＳＲＥＳ ：ＳＲＥＳ要素を送信する。

状態番号

状態名

遷移

（転送の方向）：
（プロトコル要素） 転送された

プロトコル要素
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　本付属資料の表中の各記載項目は、存在する場合、とる動作、次に遷移を示す矢印、最後に判定側ＤＣ

Ｅおよび申告側ＤＣＥの遷移した先の状態を示す。

Ａ.2　セキュリティグレード１識別

Ａ.2.1　判定側ＤＣＥの動作

　ＤＣＥが、セキュリティグレード１識別に基づき、判定側として動作するのは、セキュリティグレード

１認証を使用し、ＸＩＤ手順による識別方法あるいは登録手順によるＤＴＥ識別方法によって、識別ＤＴ

ＥサービスあるいはカスタマイズＤＴＥサービスを提供するときである。ＤＣＥが使用するこの手順を記

述するために、以下の４つの状態を定義する。

　 (a) 　ｑ１１－ＩＤ [, ＳＩＧ] 待ち（グレード１）

　この状態は、ＤＴＥ識別過程の初期状態である。交換接続を確立した後、あるいは、登録手順に

よるＤＴＥ識別方法を使用する場合はリンクレイヤを設定した後に、この状態に入る。この状態で

は、ＤＣＥはＤＴＥからＩＤ要素（場合によっては、ＳＩＧ要素も）を受信することを期待する。

ＤＣＥが識別プロトコルの再試行を行う場合で、ＤＴＥ識別の試行が失敗したとき、リトライアウ

トが発生するまで本状態を繰り返す。

　 (b) 　ｑ１２－ＩＤ [, ＳＩＧ] 評価（グレード１）

　この状態では、ＤＣＥはＩＤ要素（場合によっては、ＳＩＧ要素も）で表示されたＤＴＥ識別子

を許容するか否か決定する。この結果を、ＤＣＥはＤＴＥに対して許容の可否を値としてもつＤＩ

ＡＧ要素で送信する。

　 (c) 　ｑ１３－ＤＴＥ識別成功（グレード１）

　この状態では、ＤＣＥは、識別したＤＴＥに対して、識別ＤＴＥサービスあるいはカスタマイズ

ＤＴＥサービスを提供する。ＤＣＥは、交換接続が切断されるまで、この状態に留まる。

　 (d) 　ｑ１４－ＤＴＥ識別不成功（グレード１）

　この状態では、ＤＣＥは識別ＤＴＥサービスあるいはカスタマイズＤＴＥサービスを提供しない

（識別ＤＴＥサービスのために、ＮＵＩをバーチャルコール毎に使用する場合を除く）。しかし、

ＤＣＥは、無識別ＤＴＥサービスを提供することがある。ＤＴＥ識別試行がリトライアウト時に、

ＤＣＥはこの状態に入る。ＤＣＥは、交換接続が切断されるまで、この状態に留まる。

付図Ａ－２／ＪＴ－Ｘ３２に、セキュリティグレード１識別に基づく判定側ＤＣＥの状態遷移図を

示す。

　セキュリティグレード１識別に基づき、各事象が発生した場合に、判定側ＤＣＥがとる動作を、

付表Ａ－１／ＪＴ－Ｘ３２に示す。
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ｎ＝ＤＴＥ識別の許容試行回数

付図Ａ－２／ＪＴ－Ｘ３２

(CCITT X.32)

セキュリティグレード１識別に基づく判定側のＤＣＥの状態遷移図

付表Ａ－１／ＪＴ－Ｘ３２

(CCITT X.32)

判定側ＤＣＥがとる動作（セキュリティグレード１）

判定側ＤＣＥ

がとる動作の

状態

DCE が受信

する ﾌﾟﾛﾄｺﾙ

要素あるいは

ＤＣＥの決定

ｑ１１

ID[,SIG]待ち

（グレード１）

ｑ１２

ID[,SIG]評価

（グレード１）

ｑ１３

ＤＴＥ識別成功

（グレード１）

ｑ１４

ＤＴＥ識別

不成功

（グレード１）

（注１）

ID [,SIG] 正常→ｑ１２ 廃棄→ｑ１２ 廃棄→ｑ１３ 廃棄→ｑ１４

ＤＣＥによる ID

[,SIG] のチェック

の完了

肯定 DIAG→q13

あるいは

否定 DIAG→q14

あるいは→q11

（注２）

　注１－この状態の時、申告側がＤＩＡＧ要素を受信したこと、あるいは申告側が障害中であることが確

かな場合、ＤＣＥは交換アクセスパスを切断する。

　注２－ＤＣＥがＩＤおよび／又はＳＩＧを正しいと認めるか否かに依存する。否定ＤＩＡＧの時、リト

ライアウトが発生するまでｑ１１へ遷移する。

q12
ID[,SIG] 評価
(グレード 1)

q11
ID[,SIG] 待ち
(グレード 1)

送信：
否定 DIAG
（ｎ回目）

受信：
ID[,SIG]

送信：
否定 DIAG
（1 回から n-1 回まで）

送信：
肯定 DIAG

q14
DTE 識別不成功

(グレード 1)

q13
DTE 識別成功
(グレード 1)
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Ａ.2.2　申告側ＤＣＥの動作

　ＤＣＥが、セキュリティグレード１識別に基づき、申告側として動作するのは、セキュリティグレード

１認証を使用し、ＸＩＤ識別方法あるいは登録ＤＣＥ識別方法によって、ＤＴＥに対して自らを識別する

ときである。ＤＣＥが使用するこの手順を記述するために、以下の４つの状態を定義する。

　 (a) 　ｃ１１－初期申告（グレード１）

　この状態は、ＤＣＥ識別過程の初期状態である。交換接続を確立した後、あるいは、登録手順Ｄ

ＣＥ識別方法を使用する場合はリンクレイヤを設定した後に、この状態に入る。この状態では、Ｄ

ＣＥはＤＴＥに対してＩＤ要素（場合によっては、ＳＩＧ要素も）を送信する。

　 (b) 　ｃ１２－ＤＩＡＧ待ち（グレード１）

　この状態では、ＤＣＥはＤＣＥ識別子の許容の可否を値としてもつＤＩＡＧ要素の受信を期待す

る。

　 (c) 　ｃ１３－ＤＣＥ識別成功（グレード１）

　この状態では、ＤＣＥは自己の識別を正しく完了している。ＤＣＥは、交換接続が切断されるま

で、この状態に留まる。

　 (d) 　ｃ１４－ＤＣＥ識別不成功（グレード１）

　ＤＣＥは、ＤＣＥ識別試行が失敗したとき、この状態へ入る。ＤＣＥは、交換接続が切断される

まで、この状態に留まる。

　付図Ａ－３／ＪＴ－Ｘ３２に、セキュリティグレード１識別の場合の申告側ＤＣＥの状態遷移図を示す。

　セキュリティグレード１識別に基づき、識別側ＤＣＥが記載されている各事象が発生した場合にとる動

作を、付表Ａ－２／ＪＴ－Ｘ３２に示す。

付図Ａ－３／ＪＴ－Ｘ３２

(CCITT X.32)

セキュリティグレード１識別に基づく申告側ＤＣＥの状態遷移図

c11
初期申告

(グレード 1)

受信：
否定 DIAG

送信：
ID[,SIG]

受信：
肯定 DIAG

c12
ＤＩＡＧ待ち
(グレード 1)

c14
DCE 識別不成功

(グレード 1)

c13
DCE 識別成功
(グレード 1)
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付表Ａ－２／ＪＴ－Ｘ３２

(CCITT X.32)

申告側ＤＣＥがとる動作（セキュリティグレード１）

申告側ＤＣＥ

がとる動作の

状態

DCE が受信

する ﾌﾟﾛﾄｺﾙ
要素あるいは

ＤＣＥの決定

ｃ１１

初期申告

（グレード１）

ｃ１２

ＤＩＡＧ待ち

（グレード１）

ｃ１３

ＤＣＥ識別成功

（グレード１）

ｃ１４

ＤＣＥ識別

不成功

（グレード１）

（注１）

DCE 識別の開始 ID[,SIG]→c12

肯定ＤＩＡＧ 正常→ｃ１３

あるいはｃ１４

（注２）

正常→ｃ１３ 廃棄→ｃ１３ 廃棄→ｃ１４

否定ＤＩＡＧ 正常→ｃ１４ 正常→ｃ１４ 廃棄→ｃ１３ 廃棄→ｃ１４

　注１－この状態の時、ＤＣＥは交換アクセスパスを切断する。

　注２－ｃ１３かあるいはｃ１４かは、ＤＣＥ識別を行うか否かに依存する。

Ａ.3　セキュリティグレード２識別

Ａ.3.1　判定側ＤＣＥの動作

　ＤＣＥが、セキュリティグレード２に基づき判定側として動作するのは、グレード２認証を使用し、Ｘ

ＩＤ手順によるＤＴＥ識別方法あるいは登録手順によるＤＴＥ識別方法によって、識別ＤＴＥサービスあ

るいはカスタマイズＤＴＥサービスを提供するときである。ＤＣＥが使用するこの手順を記述するために、

以下の６つの状態を定義する。

　 (a) 　ｑ２１－ＩＤ [, ＳＩＧ] 待ち（グレード２）

　この状態は、ＤＴＥ識別過程の初期状態である。交換接続を確立した後、あるいは、登録手順に

よるＤＴＥ識別方法を用いる場合はリンクレイヤを確立した後、この状態に入る。この状態では、

ＤＣＥはＤＴＥからＩＤ要素（場合によっては、ＳＩＧ要素も）を受信することを期待する。

　 (b) 　ｑ２２－ＩＤ [, ＳＩＧ] 評価（グレード２）

　この状態では、ＤＣＥはＩＤ要素（場合によっては、ＳＩＧ要素も）に表示されたＤＴＥ識別子

を受け入れるか否かの判定を行う。ＤＴＥ識別子を受け入れる場合、あるいは、この状態では受け

入れるか否かを完全には決定できない場合、ＤＣＥはＲＡＮＤ要素の値を生成し、ＤＴＥに送信す

る。ＤＴＥ識別子を受け入れない場合、ＤＣＥはＤＴＥに対して否定の値を持つＤＩＡＧ要素を送

信する。

　 (c) 　ｑ２３－ＳＲＥＳ待ち

　この状態では、ＤＣＥはＤＴＥからのＳＲＥＳ要素の受信を期待する。ＤＣＥはＩＤ要素（場合

によってはＳＩＧ要素も）の評価を続けることがある。また、ＤＴＥ識別を受け入れない場合、Ｄ

ＣＥはＤＴＥに対して否定の値を持つＤＩＡＧ要素を送信する。
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　 (d) 　ｑ２４－ＳＲＥＳ評価

　この状態では、ＤＣＥはＳＲＥＳに表示された値がＤＴＥ識別子に対して正しいか否かを判定す

る。ＩＤ [, ＳＩＧ] 要素の評価をまだ完了していない場合、この状態中に完了する。ＳＲＥＳ

チェックとＩＤ [, ＳＩＧ] 要素の最終チェックの結果は、ＤＣＥからＤＴＥに対してＤＩＡＧ要

素の値として送信する。

　 (e) 　ｑ２５－ＤＴＥ識別成功（グレード２）

　この状態では、ＤＣＥは識別したＤＴＥに、識別ＤＴＥサービスまたはカスタマイズＤＴＥサー

ビスを提供する。ＤＣＥは、交換接続を切断するまで、この状態に留まる。

　 (f) 　ｑ２６－ＤＴＥ識別不成功（グレード２）

　この状態では、ＤＣＥは識別ＤＴＥサービスあるいはカスタマイズＤＴＥサービスを提供しない

（識別ＤＴＥサービスのために、ＮＵＩをバーチャルコール毎に使用する場合を除く）。しかし、

ＤＣＥは無識別ＤＴＥサービスを提供することがある。ＤＣＥは、交換接続を切断するまで、この

状態に留まる。
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　付図Ａ－４／ＪＴ－Ｘ３２にセキュリティグレード２識別に基づく、判定側ＤＣＥの状態遷移図を示す。

セキュリティグレード２識別に基づいて判定側ＤＣＥが、記載されている各事象が発生した時にとる動

作を付表Ａ－３／ＪＴ－Ｘ３２に示す。

　注１－ＲＡＮＤの送信前に、ＩＤおよび／又はＳＩＧに誤りを発見した場合。

　注２－ＲＡＮＤの送信後に、ＩＤおよび／又はＳＩＧに誤りを発見した場合。

付図Ａ－４／ＪＴ－Ｘ３２

(CCITT X.32)

セキュリティグレード２識別に基づく判定側のＤＣＥの状態遷移図

q21
ID[,SIG] 待ち
(グレード 2)

送信：
否定 DIAG
（注１）

送信：
否定 DIAG
（注２）

受信：
ID[,SIG]

送信：
RAND

受信：
SRES

q22
ID[,SIG] 評価
(グレード 2)

送信：
肯定 DIAG

送信：
否定 DIAG

q26
DTE 識別不成功

(グレード 2)

q25
DTE 識別成功
(グレード 2)

q23
SRES 待ち

q24
SRES 評価



- 55 - ＪＴ－Ｘ３２

付表Ａ－３／ＪＴ－Ｘ３２

(CCITT X.32)

判定側ＤＣＥがとる動作（セキュリティグレード２）

判定側ＤＣＥ

がとる動作の

状態

DCE が受信

するプロトコル

要素あるいは

ＤＣＥの決定

q21

ID[,SIG]

待ち

(ｸﾞﾚｰﾄﾞ 2)

q22

ID[,SIG]

評価

(ｸﾞﾚｰﾄﾞ 2)

q23

SRES

待ち

q24

SRES

評価

q25

DTE 識別

成功

(ｸﾞﾚｰﾄﾞ 2)

q26

DTE 識別

不成功

(ｸﾞﾚｰﾄﾞ 2)

（注１）

ID[,SIG] 正常

→ q22

廃棄

→ q22

廃棄

→ q23

廃棄

→ q24

廃棄

→ q25

廃棄

→ q26

少なくとも初期

ID[,SIG]のＤＣＥ

によるチェック

の完了

RAND

→ q23

否定 DIAG

→ q26

(注 2)

ID[,SIG]のＤＣＥ

による再チェッ

ク（もし行う場

合）の完了

正常

→ q23

否定 DIAG

→ q26

(注 3)

ＳＲＥＳ 否定 DIAG

→ q26

否定 DIAG

→ q26

正常

→ q24

廃棄

→ q24

廃棄

→ q25

廃棄

→ q26

ＳＲＥＳのＤＣ

Ｅによるチェッ

クの完了

肯定 DIAG

→ q25

否定 DIAG

→ q26

(注 4)

　注１－この状態の時、申告側がＤＩＡＧ要素を受信したこと、あるいは申告側が障害中であることが確

かな場合、ＤＣＥは交換アクセスパスを切断する。

　注２－ＤＣＥが、ＩＤ [，ＳＩＧ] を正しくないと判定した場合に、否定ＤＩＡＧを送信する。ＤＣＥ

がＩＤ [，ＳＩＧ] を正しいと判定するか、あるいはＩＤ [，ＳＩＧ] を未判定の場合にＲＡＮＤ

を送信する。

　注３－ＲＡＮＤを送信した後、状態ｑ２１の時に受信したＩＤ [，ＳＩＧ] を正しくないと判定した場

合、否定ＤＩＡＧを送信し状態ｑ２６へ移る。そうでない場合、ＳＲＥＳ要素待ちの正常処理を

続ける。

　注４－ｑ２５かｑ２６かは、ＤＣＥがＳＲＥＳを正しいと判定するか否かに依存する。
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Ａ.3.2　申告側ＤＣＥの動作

　ＤＣＥが、セキュリティグレード２に基づき、申告側として動作するのはグレード２認証を使用し、Ｘ

ＩＤ識別方法あるいは登録ＤＣＥ識別方法によって、ＤＴＥに対し自らを識別する時である。ＤＣＥが使

用するこの手順を記述するために、以下の６つの状態を定義する。

　 (a) 　ｃ２１－初期申告（グレード２）

　この状態は、ＤＣＥ識別過程の初期状態である。交換接続を確立した後、あるいは、ＤＣＥ識別

手法の登録手順を用いる場合はリンクレイヤを確立した後、この状態に入る。この状態では、ＤＣ

ＥはＤＴＥにＩＤ要素（場合によってはＳＩＧ要素も）を送信する。

　 (b) 　ｃ２２－ＲＡＮＤ待ち

　この状態では、ＤＣＥはＲＡＮＤ要素の受信を期待する。ＩＤ要素を（場合によってはＳＩＧ要

素も）ＤＴＥが受け入れない場合、ＤＣＥは否定の値を持つＤＩＡＧ要素を受け取ることがある。

　 (c) 　ｃ２３－ＳＲＥＳ計算

　ＲＡＮＤ要素の値を用いて、ＤＣＥはＳＲＥＳ要素の値を計算し、ＤＴＥに送出する。ＤＴＥが

ＩＤ要素（場合によってはＳＩＧ要素も）を評価中の場合、およびＤＴＥがＳＲＥＳを受け入れな

いと判定した場合、ＤＣＥは否定の値を持つＤＩＡＧ要素を受け取ることがある。

　 (d) 　ｃ２４－ＤＩＡＧ待ち（グレード２）

　この状態では、ＤＣＥはＤＣＥ識別とＳＲＥＳ値の受け入れ可否を値として持つＤＩＡＧ要素の

受信を期待する。

　 (e) 　ｃ２５－ＤＣＥ識別成功（グレード２）

　ＤＣＥはＤＣＥ識別に成功した場合、この状態に入る。ＤＣＥは、交換接続を切断するまでこの

状態に留まる。

　 (f) 　ｃ２６－ＤＣＥ識別不成功（グレード２）

　ＤＣＥはＤＣＥ識別に失敗した場合、この状態に入る。ＤＣＥは、交換接続を切断するまでこの

状態に留まる。

　付図Ａ－５／ＪＴ－Ｘ３２にセキュリティグレード２識別方法に基づく申告側ＤＣＥの状態遷移図を示

す。

　セキュリティグレード２識別に基づき申告側ＤＣＥが、記載されている事象が発生した時にとる動作を

付表Ａ－４／ＪＴ－Ｘ３２に示す。
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　注１－ＲＡＮＤの送信前に、ＩＤおよび／又はＳＩＧに誤りを発見した場合。

　注２－ＲＡＮＤの送信後に、ＩＤおよび／又はＳＩＧに誤りを発見した場合。

付図Ａ－５／ＪＴ－Ｘ３２

(CCITT X.32)

セキュリティグレード２識別に基づく申告側ＤＣＥの状態遷移図

c21
初期申告

(グレード 2)

受信：
否定 DIAG
（注１）

受信：
否定 DIAG
（注２）

送信：
ID[,SIG]

受信：
RAND

送信：
SRES

受信：
肯定 DIAG

受信
否定 DIAG

c26
DCE 識別不成功

(グレード 2)

c25
DCE 識別成功
(グレード 2)

c22
RAND 待ち

c23
SRES 計算

c24
DIAG 待ち

(グレード 2)
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付表Ａ－４／ＪＴ－Ｘ３２

(CCITT X.32)

申告側ＤＣＥがとる動作（セキュリティグレード２）

申告側ＤＣＥ

がとる動作の

状態

DCE が受信す

るプロトコル

要素あるいは

ＤＣＥの決定

c21

初期申告

(ｸﾞﾚｰﾄﾞ 2)

c22

RAND 待ち

c23

SRES 計算

c24

DIAG 待ち

(ｸﾞﾚｰﾄﾞ 2)

c25

DCE 識別

成功

(ｸﾞﾚｰﾄﾞ 2)

c26

DCE 識別

不成功

(ｸﾞﾚｰﾄﾞ 2)

（注１）

ＤＣＥ識別の開

始

ID[,SIG]

→ c22

ＲＡＮＤ 廃棄

→ c26

正常

→ c23

廃棄

→ c23

廃棄

→ c24

廃棄

→ c25

廃棄

→ c26

ＲＡＮＤを用い

たＳＲＥＳ計算

の完了

SRES

→C24

肯定ＤＩＡＧ 廃棄

→ c26

正常

→ c25

あるいは

c26

(注 2)

廃棄

→ c26

通常

→ c25

廃棄

→ c25

廃棄

→ c26

否定ＤＩＡＧ 廃棄

→ c26

正常

→ c26

正常

→ c26

正常

→ c26

廃棄

→ c25

廃棄

→ c26

　注１－この状態の時、ＤＣＥは交換アクセスパスを切断する。

　注２－ｃ２５またはｃ２６かはＤＣＥ識別を行うか否かに依存する。


	　　



